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序

仙台市は 「杜の都・仙台」という愛称で広 く親 しまれ、四季折々の豊かな自然にあふれる

風景は、私たち市民の誇 りであると同時に将来へ守るべき大切な財産であります。

この仙台市の素晴 らしい自然・風景と同様に、私たち市民の誇 りであり大切な財産の一つに、

悠久の歴史に育まれ守れてきた文化遺産 (文化財)の存在が挙げ られます。仙台市内には現

在約800ヵ 所 もの遺跡が確認されてお ります。 これ らの文化財は、これまでの大きな時の流れ

の中でその存在価値を高めるとともに、現在においては各種開発事業によって絶えず破壊・

消滅の恐れにさらされています。当教育委員会 としましては、皆様のご理解 とご協力を賜 り

ながら、これ らの貴重な文化財を保存し、次世代へと継承いくことに日々努めてお ります。

本報告書には、各種開発に先立ち、平成17年度に発掘調査を実施 した松森城跡、南小泉遺

跡の他、平成18年度に発掘調査を実施した南小泉遺跡、富沢遺跡、田母神屋敷跡、袋前遺跡、

養種園遺跡、杉土手の調査結果を収録 してお ります。

松森城跡および田母神屋敷跡は今回初めて実質的な調査が行われ、遺跡の実態を知る上で

の貴重な資料 となる遺構。遺物を確認し、また、その他の遺跡の調査についても貴重な資料を

得ることができました。

先人の遺 した貴重な文化遺産を保護 し、保存活用を図りつつ未来へと継承 していくことは、

現代に生きる私たち市民の大事な仕事であると思います。つきましては、本報告書が、学術

研究のみな らず学校教育や生涯学習などのあらゆる場面で活用され、皆様の文化財へのより

深い関心とご理解の一助 となれれば幸いです。

最後にな りましたが、発掘調査並びに報告書刊行に際しましてご協力、ご助言をいただき

ました多 くの方々に、心より深く感謝申し上げます。

平成19年 3月

仙台市教育委員会

教育長 奥山 恵美子



例  言

1 本書は、仙台市教育委員会が実施した民間開発事業に伴う松森城跡第 1・ 2次、南小泉遺跡第50次、富沢遺跡

第139次 、杉土手第 4次と、個人住宅建設に伴う南小泉遺跡第4・ 49。 51次、富沢遺跡第137次 、袋前遺跡第 3次、

養種園遺跡第 6次及び仙台市関連施設建設に伴う田母神屋敷跡の発掘調査報告書である。

民間開発事業に係わる発掘調査は事業者の負担において実施し、個人住宅建設及び仙台市関連施設建設に係わ

る調査は公費で実施した。

2 本書の執筆・編集は、仙台市教育委員会文化財課調査係の担当調査員の協議をもとに、工藤哲司 。今野秀治・

早川潤一

工藤

今野

早川

藤田

3 本書に掲載 した陶器・磁器に関する産地及び年代については、仙台市博物館の佐藤洋氏に鑑定をお願いした。

4 本書に係わる遺物・写真・実測図面等の資料については、仙台市教育委員会が保管 している。

例

1 本書で使用 した土色は、「新版標準土色帖」 (小 山・竹原 :1976)に 準拠 している。

2 断面図・平面図の標高値は、海抜高度を示 している。

3 遺構は種別毎に次の略号を使用した。

SB:掘 立柱建物跡  SD:溝 跡   SE:井 戸跡     SI:竪 穴住居跡・堅穴遺構

SK:土 坑      P :ピ ット  SX:そ の他の遺構

4 遺物の奎録は、以下の分類 と略号を使用 している。

A:縄文土器   B:弥 生土器   C:土 師器 (非 ロクロ) D:土 師器 (ロ クロ)

E:須恵器    F:丸 瓦     G:平 瓦        I:陶 器       」 :磁器

K:石器・石製品 L:木 製品・杭材 N:金 属製品      P:土 製品

5 竪穴住居跡等における、焼け面範囲は、網かけにより表現 した。

6 掘立柱建物跡の柱穴およびピット内の網は柱痕跡の位置と範囲を示 している。

7 土師器実測図における網は、黒色処理されていることを示している。

8 遺物観察表の ( )内 の法量は残存値を示 している。

9 本文中の 「灰白色火山灰」 (庄子・山田 :1鋸0)イよ、「十和田 a(To― a)」 と考えられ、十和田 aの降下年代は

現在、西暦915年初夏とされている。 (町 田 :1981・ 19%)

10 本書における 「擬似畦畔 B」 という用語は、水田畦畔直下の自然堆積層に認められる畦畔状の高まりをさす

(斎野ほか1987:「 富沢―富沢遺跡第15次発掘調査報告書」仙台市文化財調査報告書第98集)が、本書では自然堆

積層の高まりだけでなく、畦畔直下の下層の水田耕作土層に認められる畦畔状の高まりにもこの用語を使用した。

藤田雄介が分担 して行なった。担当は次のとお りである。

松森城跡第 1・ 2次、南小泉遺跡第4・ 49次、富沢遺跡第139次、杉土手第 4次

南小泉遺跡第51次、袋前遺跡第 3次、養種園遺跡第 6次

富沢遺跡第137次、田母神屋敷跡

南小泉遺跡第50次 、
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上 松森城跡第 1次発掘調査報告書

1 調査要項

遺  跡  名  松森城跡 (宮城県遺跡番号19020)

調 査 地 点  仙台市泉区松森字内町20-2、 20の一部

調 査 期 間  平成18年 2月 27日 ～ 3月 10日

調査対象面積  lM∬

調 査 面 積  94�

調 査 原 因  長屋住宅建築

調 査 主 体  仙台市教育委員会

調 査 担 当  仙台市教育局生涯学習部文化財課調査係

担 当 職 員  主査 工藤哲司  文化財教諭 三塚博之・浅野克樹・赤岡光騎

2 調査に至る経過と調査方法

今回の調査は、平成16年 6月 10日 付けで、地権者の斎藤幸雄氏より、表層土壌改良の基礎工法伴う長屋住宅の建

築に係る「埋蔵文化財の取扱いについて (協議 )」 が提出されたので、確認調査を実施し、そのうえで必要な場合は

本調査を実施する旨を回答した。確認調査は平成17年 12月 15～ 16日 に実施した。42∬ の範囲で調査を実施した結果、

多数の柱穴などの遺構や土師器などの遺物が発見されたので本調査が必要と判断した。本調査は、地権者と協議の

うえ、厳冬季を避けて 2月 27日 か ら3月 10日 に行った。

3 遺跡の位置と環境

当該地は、仙台市の北東部にあたり、JR岩切駅の北西3.51Qn付 近に位置する。仙台平野の北部を画して東西に延

びる富谷丘陵の南側の縁辺部にあたる。松森城跡は、標高20m前後の麓部から標高85m前後の丘陵頂部に渡 り、東

西700m。 南北350mの 範囲が遺跡に登録されている。遺跡の南面は、遺跡から約600m付近を七北田川が東流し、そ

の間は標高15m前後で、水田となっている沖積地が広がる。遺跡の北側は、標高60～ 95mの丘陵が続いているが、

広範囲に住宅団地として開発されている。

富谷丘陵の南辺と七北田川に沿った地域には遺跡が数多く認められる。縄文時代には本町遺跡や若宮前遺跡・宝

堰遺跡で遺物が採集されているが遺跡の実態は不明である。弥生時代には長噛遺跡と岩切畑中遺跡で土器片が出土

している。古墳時代中期になると鴻ノ巣遺跡に堀と柵列に囲まれた集落が形成され、柵内か ら多数の竪穴住居跡が

検出されている。以後集落やこれに関係する祭祀遺構、横穴墓などが古代にかけて連続的に営まれている。

古代から中世に移行するころ、富谷丘陵の東端に陸奥国留守職の伊沢家影の居城である岩切城や中世寺院の東光

寺が築かれる。周辺には、稲荷館跡・洞 ノロ遺跡・菅谷館跡 。若宮前遺跡・化粧坂遺跡などの城館関係遺跡や、東

光寺の磨崖仏群・板碑群、穴薬師磨崖仏群などの宗教遺跡がある。また、今市遺跡や鴻ノ巣遺跡のあたりの七北田

川のそばには 「冠屋市場」や 「河原宿五 日市場」と呼ばれる市があつたといわれ、中世においてこの地域は非常に

栄えていたことがうかがわれる。

松森城跡は、泉区七北田から宮城野区岩切へ向う街道沿いにあり、旧黒川郡と宮城郡の境界付近に位置する。山

城形式の城館で、大手は城の南面の中央からやや西に寄ったところにある現在の登 り口がこれに当ると考えられて

いる。城は大手口を境に東西に分かれ、東側が本丸、西側が二の丸 と考えられる。東側の本丸は標高約85mの丘陵
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6 館道跡 散布地 沖 T―f地 古代・ 中性 20 穴茶師磨建仏群 宗教潜 rlF E陵 中世
7 生堰潰 lVni 散布It 現沖!道 語と文 21 東光寺遺跡群 城館 板碑・磨岸仏 E陵
8 装血れ道 lln 集落 ,水 日1 丘陵 縄文 弥 Ji 古代 22 新宿 llll遺跡 散布地 白然呼防 古代

住吉遺跡 敬布地 i陵 縄文・近世 23 羽黒前遺 ll〔 散布地 丘陵 中性～近世
住古塚群 宗教遺跡 丘陵 24 若宮前道 ll・ 城館・ 散布地 丘 陵 llfL文・ 占壇・ 中世
人生沢横大墓群 横穴墓 li嵯 古墳 古代 25

′
ヒlr■坂遣跡 城 館 丘 陵 中世

12 入生沢遺跡 散布地 丘陵麓部
`

古代 26 今市遣跡 集落 自然堤防 平安～中世
13 大¬1囲遺跡 散布地 自然堤防 古代 27 鴻 ノ巣遺跡 集落 屋敷 自然堤防 占項 古代 中世
14 岩切畑中遣謝( rk蕗 自然堤防 器E文～中世 折 Jと 28 洞 ノ」遺 rVll( 城館・ 集落・水Ⅲ 自然塀防 古墳～中 。近世

第 1図 遺跡の位置と周辺の遺跡

頂部に大きな平場が造成され、ここからさらに四方に曲輪がのび、西に延びる曲輪は二の丸に続いている。

城の南側の丘陵裾部は、標高30mか ら15mく らいまでが150mの幅で緩やかに傾斜している。この傾斜面には中央

部と南端部に沿って、中世の街並みを反映するかのように東西に延びる 2条の道路がある。中央の道路より丘陵側

は 「内町」、東西の道路の間が 「前沼」、南側の道路の外側は 「城前」という地名が残っている。内町と前沼地区に

は、 2条の東西道路を機軸として計画的な屋敷割が行われ、城下町的集落が形成されていたことが、現在の地割 り

からも伺われる。

なお、『古城書上』によれば、本丸の大きさ東西四四間・南北一六間、二の丸の大きさ東西一六間・南北一六間と

記載されている。また、城の南側には幅一五間、長さ一四〇間の堀が存在 したことも記されている。

松森城は、戦国時代には仙台市の中央部から北部を支配 した国分氏の所領に当たり、千代城・小泉城・南目館な

どとともにその城の一つとして成立した。『古城書上』には、「1ヒ 城主国分彦九郎盛重小泉村より取移、天正年中迄

居住」とある。重盛は伊毒政宗の叔父で、国分氏の養子として入っていたが、家臣団の統率に失敗すると、天正15

年 (1587)に米沢に呼び戻され、国分領は伊達家の直轄領とな り、国分氏は実質的に滅亡した。天正16年に伊達政
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第 2図 調査地点の位置

宗が大崎氏を攻めた際には、伊達領の北辺の要衝 として

重要な役割を果たし、伊達家重臣の石母田氏や粟野氏が

城に入 っている (伊達政宗書状 )。 その後、天正18～ 19

年の豊臣秀吉による奥州仕置により廃城となるが、江戸

時代には、「御野始」とよばれる正月行事 として藩主が

行う狩の陣場として利用されている。

4 基本層序

調査 区は南部が一段低くなっているため、南部 と北部

では基本層に多少の違いが認められるが、調査区北壁を

基準にすると大別 4層、細別 5層に分けられた。 第 3図 調査区配置図

la層

ib層

10YR 4/4褐 色シル ト。層厚は20cm。 風化礫を多 く含む。近年の畑耕作土層上部。

10YR 4/4に ぶい暗褐色シル ト。層厚は10cm。 風化礫粒を多く含む。炭化物を含む。畑耕作土層下部。

調査区西壁面では、地形が低 くなった部分の Ib層下部に Ib2～ Ib6層 とした盛土整地層ないし耕

作土層と考えられる層の分布が観察される。

10YR 3/3暗褐色シル ト質粘土。層厚は 5～ 30cm。 風化換粒を多く含む。東側の一部に黒褐色土のブロッ

クを含む。

10YR 2/1黒色シル ト質粘土。層厚は70cm以上。径 1～ 5cmの 風化礫を多量に含む。SDAと した浅い溝

‖ 層

III 層

Ｏ
Ｕ
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第 4図 遺構配置図

状の落ち込み部の堆積土。土師器出土。

Ⅳ 層  :10YR 5/8黄褐色粘土質シル ト。層厚は60～70cm。 大小の風化礫を多量に含む。

5 発見遺構と出土遺物

Ⅳ層上面で遺構検出作業を行った結果、掘立柱建物跡 4棟・溝跡 3条・土坑 5基・ピット55基が検出された。

1)掘立柱建物跡

SBl掘 立柱建物跡 調査 EXl北西部の北壁際で検出され、北側は調査区の外にのびる。 SB2掘 立柱建物跡を切る。

SB3掘 立柱建物跡と平面的には重複関係にあるが、新旧は不明である。堆積上の上面はⅡ層が覆つている。検出

部分の建物の規模は、東西が南辺で 2間768cm、 南北が東辺で 1間 170cm・ 西辺で 1間 168cmで ある。柱間寸法は南

辺東西列が東から393cmと 375cmである。南北列の方向は、東辺でN-19° ―Eで ある。検出された 6個の柱穴は、直

径艶3mか ら32cmの 円形ないし楕円形を呈し、検出面か らの深さはPlで70cm程ある。P7・ 12・ 19・ 23の 4個で直

径13～ 15cmの柱痕跡が検出されている。 P12の掘 り方から、17世紀初め頃と考えられる志野の端反碗の破片が 1点

(第 9図 5)力 出ゞ土している。

SB2掘 立柱建物跡 調査区中央西寄 りの北壁際で検出された。北側は調査区の外にのびる。 SBl掘 立柱建物跡

に切 られる。SB3掘 立柱建物跡とは平面的には重複関係にあるが、新旧は不明である。検出部分の建物の規模は、東

西が南辺で 2間 398cm、 南北が東辺で 1間約205cm。 西辺で 1間約180cmで ある。柱間寸法は南辺東西列が東か ら

200cmと 198cmで ある。南北列の方向は、東辺でN-20° ―Eである。検出された 5個の柱穴は、長軸45cm前後、短軸

35cm前 後の楕円形を呈す。柱痕跡の残るものはない。遺物は出土 していない。

SB3掘 立柱建物跡 調査区中央の北壁際で建物の南辺が検出され、大部分は調査区の外にのびる。検出部分の建

物の規模は、東西南辺が 4間768cmと 考えられるが、西から2個 目の柱穴は撹乱坑に切 られている。柱間寸法は南

辺東西列が東から188cm・ 201cmで、残 り2間 を三分割するとそれぞれ193cmで ある。東西列の方向は、南辺でN―

72° ―Wである。検出された 4個の柱穴は、直径52cmか ら43cmの 円形ないし楕円形を呈す。検出面からの深さはP38
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<調査区西壁>
層No 土  色 土  桂 備  考

10YR4れ  褐色 粘土質シル ト 風化礫を多く含む。炭化物の小片を含む。     耕作土

tb 10YR414 褐色 粘土質シル ト 風化礫粒 を多 く含む。炭化物粒をわずかに含む。  耕作士

lb2 10YR314 暗褐色 粘土質シル ト 風化礫粒を多 く含む。炭化物粒をわずかに含む。

げFR3/4 暗褐色 粘土質シル ト 風 F監 礫を多量に含む。浅黄橙色上のブロックを多く含む。

lb4 10YR守 4 褐色 濫土質 シル ト 風化礫粒を多 く含む。浅化物粒 をまば らに含む。

10YR4/4 ネロや1 粘土質 ンル ト 風化礫粒を多く含む。炭化物片、褐色土ブロックを含む。

10YR4/4 褐色 粘土質 シル ト 風化礫を多量に含む。浅黄橙色上のブロックを多く含む。

lb7 ЮYR44 褐色 粘土質 シル ト 風化礫を含む。浅黄橙色上の小プロックを含む。

あ ЮYR4P4 褐色 粘土質シル ト 風化礫をわずかに含む。しまりなし。

lllYR4/3 にぶい黄褐色 シル ト質粘土 風化礫 を含む。

ЮYR3/4 暗褐色 粘土質 ンル ト FHl化 礫をまば らに含む。褐色土ブロック、炭化物を含む。

ЮYR3/4 暗褐色 lL4土 質シルト 風化撰粒を多く含む。炭化物粒 を少量含む。

SDl l 10YR3お  R彗 褐色 粘土質シル ト 風化礫をまば らに含む。炭化物片をわずかに含む。

2 10YR42 灰黄褐色 砂質シル ト 上部に風化礫をまば らに含む。褐灰色粘土ブロックを含む

SD2 1 10YR夕3 暗褐色 粘土質 シル ト 風化礫をまば らに含む。炭化物小片をわずかに含む。

2 10YR213 黒褐色 粘土質 シル ト 風化礫粒を含む。炭化物粒 をわずかに含む。

SD3〕 10YR314 暗褐色 粘土質 ンル ト 風イヒ礫粒を多 く上部ほど多く含む。

2 lllYR31/1 暗褐色 粘 土 下部に褐灰色土 を含む。

10YR314 Hど 褐角 シルト質粘土 風化懐 を多く含む。

第 5図 調査区断面図

であcm程ある。Pll・ 22・ 27・ 38の 4個で直径15cm前後の柱痕跡が検出されている。出土遺物はない。

SB4掘立柱建物跡 調査区東部に位置する。ピットの配置から建物跡と想定した。SB3掘立柱建物跡と平面的

には重複関係にあるが、新旧は不明である。検出部分の建物の規模は、東西が南辺で 1間約440cm、 南北が東辺で

<調査区北壁>
種No 土  色 土  性 備  考

Ia 10YR4P4 褐色 粘土質ンル ト 風化礫を多く含む。炭化物片を含む。      現耕作土

ЮYR4/4 褐色 粘土質シル ト 風化礫粒 を多 く含む。炭化物粒を含む。     現耕作土

Ⅱ ЮYR3お  暗褐色 ンル ト質粘土 風化撰燈を多く含む。黒褐色土の小ブロックを含む。

Ⅲ 10YR211 黒色 シルト質粘土 風化礫を多量に含む。 SDA堆 積土。

Ⅳ ЮYR5/8 黄褐色 粘土質シル ト 大小の風化礫粒 を多盈に含む。

A 75YR3打 暗褐色 シル ト質粘土 風化礫、黒褐色上のブロックを多量に含む。

B ЮYR閉  黒褐色 粘土質 シル ト 径 1～ 5cmの 風化礫を多量に含む。

イ ЮYR4/4 褐色 粘北質 シル ト 風化礫・風化礫粒を多量に含む。

10YR3/4 暗褐色 風イ比換を多く含む。炭化物の小片を含む。
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第 6図 掘立桂建物跡



層No 土  色 土 ‖| l1 /y

〕 10YR2彦  黒 itJ色 粘 L lBI色 土粒、褐色土粒を含む。

2 10YR3お  Inf褐 色 シル ト質 4・u十
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<第 6図土層>
P12

P27
HNo 土  色 上 性 備 考

1 10YR3お  暗褐色 粘土質ンル ト

2 10YR2/3 黒相色 シル ト質粘J 褐色土粒を多く含む。

3 10YR3/3 暗掲色 シル ト質粘土 風化礫を多く含む。

10YR3/3 1と 褐徹 ☆掲色土のブロ ノク、風化映を多く含む。

1問 180cmである。東西列の方向は、南辺でN-87° 一Wである。検出された 4基の柱穴は、直径35cmか ら25cmの 円

形を呈す。柱痕跡は検出できなかった。出土遺物はない。

2)溝跡

SDl溝 跡 調査区南部の 1段下がったところで、段差 と平行にのびて検出された。 SD2溝 跡を切る。幅は検出

部では60cm前後であるが、西壁断面では150cmを 確認できる。深さも検出面では18cm程 であるが、断面ではもcm程

ある。断面形は舟底状を呈する。堆積土は上部が暗褐色の粘土質シル ト、下部が灰黄褐色の砂質シル トないし黄褐

色または灰黄褐色の粘土質シル トで、風化礫を含んでいる。18世紀代の瀬戸美濃産と見 られる碗の破片が 1点 出土

している。

SD2溝 跡  SDl溝 跡の南側20～ 30cmに 平行にのびて検出された。SD3溝 跡を切る。幅は検出部では35～20cm

であるが、西壁断面では90cmを 確認できる。深さは検出面では 8cm程であるが、断面ではЪcm程 ある。断面形は舟

底状を呈する。堆積土は上部が暗褐色の粘土質シル ト、下部が黒褐色の粘土質シル ト、最下部がにぶい黄褐色の粘

土質シル トで、各層に風化礫粒を含んでいる。

SD3溝 跡 SDl・ 2溝跡の南側にこれと平行にのびて検出された。北側はSD2溝 跡に切 られる。幅は検出部

で15～ 20cm前後である。深さは 5cm程 で断面形は舟底状を呈する。堆積土は上部が暗褐色の粘土質シル ト、下部が

暗褐色の粘土で、風化礫を含んでいる。

220許     SDl Ｄ２

／
１

SDl清跡

上  色 土 牲 備  考

la ЮYR4お  にぶ い黄褐色 粘土質 ンル ト 風化撰をわずかに含む。

lb 10YR4/2 灰黄褐色 lla上質シル ト 上部に風化礫を少量含む。陶磁器片出土

2 0            1m SD2溝跡

層No 土  色 土  性 備  考

1 ЮYRV3 にぶいコ〔褐色 粘土質ンル ト 風化礫粒を含む。

第 7図 溝跡断面図
SD3溝跡

層No 土 色 ヒ 性 ll 考

1 ЮYR4′ 3 にぶい黄褐伍 粘土質ンル ト

SDA溝 跡 基本層Ⅲ層とした旧表土が流入 したと考えられる黒色シル ト質粘土が堆積する溝状の落込みで、調査

区の北壁際では東西方向にのび、調査区西寄 りで南東方向に折れてのびている。幅は75～ 200cmと一定 していない。

検出面か らの深さは20～ 30cmで あるが、北壁断面でのⅢ層は最大60cmの 厚さがある。北壁の堆積土中か ら土師器の

壺が潰れた状態で出土 している。出土した壺は、やや扁平な球形の体部で、頚部から口縁部が外反 し、口縁部は外

側に折 り返されて厚 くなっている (第 10図 8)。 外面は底部から口縁部までヘラミガキ調整されている。古墳時代前

期の塩釜式期のものと考えられ、類例は、名取市野田山遺跡22号住居跡出土の壺などに見 られる。

3)土坑

SKl土 坑 調査区西部中央で検出された。平面形は不整な長方形を呈 し、南北長軸180cm。 東西短軸M4mを 測る。

検出面か ら深さは15cmで、断面形はU字状を呈 している。堆積土は 2層 に分けられる。上部は黒褐色の粘土質シル

トで、底面付近には地山に類似する褐色の粘土質シル トが堆積 している。出土遺物はない。

だ
ト

SD3

∠

P38
層No 土 色 ■ 14 備  考

1 ЮYR34 暗 FDl色 ンル ト質粘土 大褐色tのブロックを上部にまばらに含む

2 ЮYRS/3 暗褐色 ,レ ト質粘土 黄褐色上のブロックを多量に含む

3 ЮYR2/2 黒 褐仁 シル ト管Xi十 普 褐 缶  l● lイ 陀礫 を少 旱 含す



SK2土 坑 調査区の北東角で検出された。遺構の大部分は調査区の外にのびている。検出部の状況か ら平面形は

円形を呈するものと考えられる。検出部で南北lCttm。 東西Ъcmを測る。検出面から約70cm下げたが底面に達しな

かった。壁面の立ち上が りは比較的急である。調査部分の堆積土は黒褐色のシル ト質粘土で、褐色土のブロックを

含む。平面形と壁面の立ち上が りが急であることから、井戸跡の可能性が考えられる。遺物は近世の磁器片が出土

している。

SK3土 坑 調査区の東壁際で検出された。一部は調査区の外にのびている。 SB4掘 立柱建物跡を切っている。

平面形は円形を呈 し、南北軸で径1鍋 cmを測る。深さは15cmで断面形は浅いU字形を呈する。褐色及び黄褐色の風

化礫を含む暗褐色のシル ト質粘土層 1層である。遺物は出土 していない。

SK4土 坑 調査区の中央部で検出された。南側は調査区南部に形成された段差によって切 られている。また、遺

構の南東部は調査区の外にのびる。検出部の平面形は隅丸方形を呈する。検出部の大きさは、南北1℃cm。 東西210cm

を測る。検出面か らの深さは68cmで、断面形は悟鉢状を呈する。堆積土は上部が黒褐色の粘土質シル ト層で、下部

は黒色ないし黒褐色のシル ト質粘土層であるが、各層とも風化礫を含む。遺物は、17世紀初頭頃の唐津の鉢 (第 9

図 7)、 18世紀前半頃の肥前の碗 (第 9図 3)、 18世紀代と見 られる産地不明の括鉢 (第 9図 8)。 16世紀後半の中国

産青花の皿片 (第 10図 4)な どが出土している。

SK5土 坑 調査区西南部で検出された。 SD2・ 3溝跡に切 られている。平面形は長方形を呈する。大きさは、

南北長軸150cm。 東西短軸63cmを測る。深さは39cmで 、断面形はU字形を呈する。堆積土は、上部が灰黄褐色シル

ト質粘土、下部は褐色の粘土質シル ト質粘± 1層で、各層とも風化操を多く含む。遺物は 2層中か ら土師器片が出

土 している。

226評

SKl

P´ _L SK5 F獅
む

SKl土 坑

層No 上  色 土  性 備  考

ЮYR2お  黒褐色 粘土質 ンル ト 風化操を多く含む。

2 10YR414 褐色 粘■質 シル ト 風イヒ礫を多く含む。北部ほど黒褐色のブロックを含む(

SK4土 坑

層No 土  色 土  性 備  考

1 10YR3の  黒褐色 粘土質 ンル ト 風化撰及び風化撰粒 を多 く含む。

2a 10YRグ 1 黒色 シル ト質粘土 風化換 を含む。

ЮYR2/3 黒褐色 ンルト質粘土 風化礫粒を多壁に含む。

SK2土 坑

層No 土  色 土  性 備  考

10VRグ3 黒褐色 ル ト質粘土 褐色上のブロックをまば らに含む。

SK

層No 土 色 土  性 備  考

1 10YR,2 灰黄褐色 ンル ト貿粘土 風化礫粒、褐色土の小粒 を多く含む。

2 10YR474 褐色 粘土質シル ト mイイ礫を多く含む.炭イヒ物の小片をわずかに含む。SK3土 坑

層No 土  色 土 ‖ 備  考

10YR3お  暗褐色 シル ト質粘土 褐色 黄褐色の風化礫を多量に含む。

第 8図 土坑実測図
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第 9図 出土遺物 1(陶器、瓦質土器 )

中

号

図

番
登録

番号

出 土 地 点 分 類 法 尼 特  徴   。  備  考
写真図版

基本層 遭構名 遺構層 取上配 種 別 器種 措高 長 口径・隔 体部径・厚 底径 重 (調整・重是・ 素材・樹種・木取 産地 ,時期 )

1 I層 14J器 碗 灰釉                  大堀相馬  18c代 61

2 陶器 碗 8( 飴釉                  瀬戸美濃  18c代

3 卜6 SK4 J層 陶器 腕 7 41 透明釉 呉器手            肥前 18c前半頃 6-3

110 Pit33 1層 陶 器 皿 端 反 志野 7c初

5 I‐9 1層 陶 器 皿 端 反 志 野 7c初

6 1‐ 1 撹 乱 陶器 惣水入 (51) (23) 淡青色釉                小野相馬 8c代 67

7 I‐ 5 SK4 陶器 鉢 ? 101 長石釉                   眉渇J 7c初

8 17 SK4 2b層 掏器 悩鉢 (勢 5) 鉄釉                   在地 ? 8c代 71

9 12 I層 旬器 摺 鉢 (55) 鉄釉                 岸窯系 17c後半 72

10 13 [層 旬器 精 鉢 鉄釉                   在地 ? 18c代 7‐3

1-11 I層 屁質土器 獣

『

然 ? 25 獣足部片                     江戸
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殺

6
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団

1雪 中

番号

登録

番号

出 土 地 点 分 類 法 量 特  徴     備  考
写真図版基本層 遺構名 遺構層 取 上睫 種 別 器種 器高 長 回径 '幅 体部径厚 底径 重 (調整 重丘・素材・樹種・木取 産地 ,時期 )

1 I層 滋器 腕 91 37 染付 端反 銀杏文          瀬戸美濃 19c頃
2 2 I層 滋器 腕 91 染付 蓋物 外面卍文、草文、蝶文      肥前 18c代 75
3 J3 I層 滋器 流 (36) 57 染付 見込青海波文 高台内渦福銘     肥前 18c前半 7-6

卜6 SK4 2層 阪器 皿 青花 草花文 高台内二重枠の「福」銘   中国 16c後半 7-7

5 J4 I層 滋器 皿 (1 1) 青花 車花文               中国 16c後半 7‐ 8
6 J5 I屑 骸器 碗 吉花 文様不明 中国 16c代 79
7 J7 Pit56 t屑 磁器 碗 青花 文様不明 中国 16c代
8 1 非ロクロ土師器 2t9 (157) (78) Vl而 !口縁′ヽケメのちヘラミガキ、体部ヘラミガキ 内面1口静ヘラミガキ、体部′ヽケメナデ 6-9
9 Pitl 1層 古銭 掲元市宝

第10図 出土遺物 2(磁器、土師器、古銭 )

10



③

④

I 松森城跡第 1次発掘調査報告書

まとめ
① 今回の調査区では、掘立柱建物跡4棟・溝跡 3条・土坑 5基及び掘立柱建物跡以外のピット36基が検出され

た。

② 調査区南部の段差は、18世紀以降の陶磁器が出土したSK4土坑を削っていることから、概ね江戸時代中期

以降に形成されたもので、城館の造成に伴うものでないと考えられる。

掘立柱建物跡は、SB4掘 立柱建物跡以外は調査区の北側にのびている。

掘立柱建物跡は、柱穴の切 り合い及び空間の重複があることから、建て替えが行われたことがわか り、長期

間にわたって土地が使用されていたことが考えられる。

⑤ 掘立柱建物跡のうち、SBl掘立柱建物跡は17世紀初頭の陶器が出土したことからこれ以降の建築年代で、

SB2掘立柱建物跡はこれより古いと考えられる。SB3掘立柱建物跡はこの前後の時期と推定される。

⑥ SDl～ 3溝跡は、西壁の断面観察及び堆積土の状況により、段差の形成に伴う遺構で、掘立柱建物跡など

より新しい時期のものと考えられる。

⑦ 5基の土坑のうち、SK2土坑は、遺構の規模・形態・深さから丼戸跡と考えられるが、底面を検出するこ

とはできなかった。また調査部分では井戸枠施設は検出されなかった。

③ 本調査で検出された掘立柱建物跡や土坑は、松森城の麓部に形成された屋敷地に関係する遺構と考えられる。

<参考文献>

紫桃正隆 (1973):『史料 仙台領古城・館 第 3巻』宝文堂出版

誉田慶信 (2006):「松森城跡J『仙台市史 特別編 7 城館』仙台市

吾妻俊典ほか (1992)『野田山遺跡』「宮城県文化財調査報告書第145集」
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図版 1 遺構検出状況 と基本層序
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SBl掘 立柱建物跡

(南東から)

SB4掘立柱建物跡
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図版 3 掘立柱建物跡と溝跡
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2 完掘全景 (東から)

l SDA溝 跡 (北壁 III層 )土師器出土状況 (南から)

3 完掘全景 (南西から)
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図版 5 SDA溝 跡の土器出土状況と完掘全景
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く|‐ 4‖モこ

2 陶器

4 陶器

6 陶器

8 瓦質土器

10 古銭

次調査出土遺物 1

I-8 SDl
I-10 Pit33
1-5 SK4
1-1l I層
N-l Pit l

(第 9図 2)

(第 9図 4)

(第 9図 7)

(第 9図 11)

(第Ю図 9)

1

3

5

7
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陶器   碗   I-9
陶器   髯水入 I-1
土師器  壺   C-1

I層

SK4 2層
Pit12

撹乱

SD4

図版 6

(第 9図 1)

(第 9図 3)

(第 9図 5)

(第 9図 6)

(第 10図 8)
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Ⅱ 松森城跡第 2次発掘調査報告書

1 調査要項

遺  跡  名

調 査 地 点

調 査 期 間

調査対象面積

調 査 面 積

調 査 原 因

調 査 主 体

調 査 担 当

担 当 職 員

松森城跡 (宮城県遺跡番号19020)

仙台市泉区松森字内町19-1の一部

擁壁部分 平成18年 1月 31日 ～ 2月 2日

造成工事部分  平成18年 3月 1日 ～ 3月 10日

開発面積  1,538111   造成工事部分  317笛

擁壁部分   64111

長屋住宅建築

仙台市教育委員会

造成工事部分  302面

仙台市教育局生涯学習部文化財課調査係

主査 工藤哲司  文化財教諭 三塚博之 。浅野克樹

2 調査に至る経過と調査方法

今回の調査は、平成17年 6月 2日 付けで、地権者の斎藤一夫氏より、切土と盛土を伴う宅地造成工事のうえ、長

屋住宅の建築に係る「埋蔵文化財の取扱いについて (協議 )」 力ゞ提出されたので、確認調査を実施 し、そのうえで必

要な場合は本調査を実施する旨を回答したことに基づく。調査は、擁壁工事部分を平成18年 1月 31日 ～ 2月 2日 に

実施した。また、造成工事関係部分は、平成18年 2月 16日 ～17日 に確認調査を実施 したところ、多数の遺構が検出

されたことか ら再度協議 し、平成18年 3月 1日 ～ 3月 10日 に本調査を行った。

3 遺跡の位置と環境

松森城跡の位置と環境は、本書 I松森城跡第 1次発掘調査報告書を参照されたい。第 2次調査区は、城への登城

路を挟んで 1次調査区の北西約200mに あたる。松森城跡の麓に形成された城下集落の最上部に位置し、開発地区の

北側は急傾斜 となってお り、斜面の途中に数段の曲輪が想定される。

4 基本層序

I 層 10YR 2/3黒褐色のシル ト質粘土。表土及び耕作土。

‖ 層 10YR 3/3暗褐色のシル ト質粘土。風化礫を多量に含む。 SRlよ り東部の一部に分布。

111 層 2.5YR 5/6黄褐色の粘土層。地山。場所により、黒色粘土・暗褐色シル ト質粘土が地山層となっているが、

いずれも丘陵から供給されたと観察される風化礫を多く含んでいる。

5 発見遺構 と出土遺物

Ⅲ層上面で、溝跡 1条・井戸跡 3基 を含む土坑 7基・ ピット25基が検出された。ピットには柱痕跡の認められる

ものや、底面か ら扁平な石材が出土したものもあるので、掘立柱建物跡が存在した可能性が考えられるが、建物配

置の分かるものはない。調査区中央の現況が屋敷か ら果樹畑への登 り口に当る部分は、近代以降に削平を受け、大

きな撹乱坑が掘 られている。
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第11図 遺構配置図

270浄

Ｂ
引

ｍ

SDl
上  色 土  旧: 備  考

| 10YR22 県褐色 風化映粒を F層 に少量含む

OYR〃 2 里秘 缶 風 r陀礫ブロックを多量に含む

土  色 土  '性 備  考

わ 10YR効  黒褐色 ン,レ ト 風化礫粒を少量含む

3 10YR22 黒褐負 シル ト 風イヒ撰対を少景含む

第12図 清跡断面図

1)溝跡

SDl溝 跡 調査区の東部で、傾斜と同じ南北方向に延びて検出された。 SK3。 5土坑に切 られている。検出部

の中央付近で幅4.2m。 深さ独 mを測る。北端部では 1回以上、南半部では 2回の掘 り直 しが行われたことが遺構の

横断面と土層断面から確認でき、南端部では 4条の平行する溝に分かれている。堆積土は各層とも風化礫を含む黒

褐色のシル ト層で、旧表土層が流入 して堆積 したと考えられる。遺物は、ロクロ土師器杯片 1点 (第 14図 1)、 土師

質土器皿 3点 (第 14図 4～ 6)が出土 した。土師質土器は、佐藤洋氏の編年では、 3期ないし4期に相当し、13世

紀か ら14世紀頃の年代が考えられる (注 1)。

2)土 坑

SKl土坑 擁壁工事 1区の西端部で検出された。SK8土坑を切る。平面形は不整な方形を呈し、南北長軸60cm・

東西短軸55cmを 計る。断面形は底面に凹凸のある不整形で、深さは12cmほ どである。堆積土は、風化礫を多く含む
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SKl
1言 No 土  色 七 ljL 備  考

10YR5お  黄褐色 シル ト質杜土 明黄楊色の風化礫を多く含む。炭化物を少星含む̀

SK5
ナロNo 土  色 土  性 備  考

ЮYR2/2 黒褐色 粘土賓ンル ト 風化礫・風化礫粒を多量に含む。

2 10YR3′2 黒褐色 ンル ト質粘土 粘土・砂の薄層を含む。

3 10YR夕2 黒掲色 粘土質シル ト 炭化物 風化礫を多量に含む。

10YR2つ  黒褐色 ンルト質粘土 黒色粘土 砂の薄層・風化礫粒を含む。

10YR捌  黒褐色 粘 土 結物潰徳歩含む。

SK2
層No 土  色 上  性 備  考

ЮYR2お  黒褐色 ンルト 風化礫 を多量に含む。炭化物を含む。

2 ЮYR2彦  黒褐色 粘土質 シル ト 黄褐色土及び褐色上のブロックを多丘に含む。

3 10YR3′3 暗褐色 砂質粘土 風化礫を含む。

4 5Yグ2  オリーフ黒色 粘 寸 オ リーブ灰色の小ブロックを含む。

SK6
層No 土  色 土  性 備  考

10YR3/2 黒褐色 ンル ト 嵐イヒ礫茂多景に含む。

SK3
層No 土  色 土  性 備  考

1 10YR2B 黒偶色 シリレト 風化礫を多量に含む。

2 10YR3お  暗褐色 ン,レ ト 黄IBJ色 粘上のブロックを多量に含む。

〕 10YR2/3 黒褐色 粘土質 シル ト 風化礫を少量含む。

4 10YR2/3 黒偶色 シル ト質 ltb土 風化礫 を多量に含む。

SK7
層No 土  色 土 性 備  考

ЮYR甲3 にぶい黄褐色 シル ト 風化礫粒を含む。

2 10YRη8 にぶい黄褐色 シルト 暗褐色土と風化礫粒 を少量含む。

3 10YR3r4 1音 褐色 ンルト 風化礫粒を少見含む。楊色土を部分的に含む。

4 10YR2/2 黒褐色 ンル ト質粘土

SK4
眉No 土  色 土  性 備  考

10YR2/3 黒褐色 シル ト 風化礫を含む。

2 10YR3′ 3 暗褐色 ル トrFk粘 土 同下甜

`は

次第にグライ化 している。

SK8
屑No 土  色 土  性 備  考

1 10YR3μ  暗褐色 粘 土 風化礫を多 く含む。

25YR74 1麦 黄色 焙 土 風化礫及び黒褐色のブロックを含む。

10YR5/8 黄褐色 粘 土 風イヒ礫及び黒褐色のブロックを多量に含む。

3 10YR3μ  暗褐色 粘 土 風イヒ礫及を多く含む。明貨itl色 上のブロックを含む。

10YR∞  明黄褐色 粘 土 風イ監換を少駐含む。

5 10YR4/4 褐色 シル ト質 粘 土 風化礫を少量含む。

第13図 土坑 (井戸跡・柱穴)実測図
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黄褐色のシル ト質粘土層である。遺物は出土していない。

SK2土 坑 (井戸跡)調 査区の北東部で検出された。重複はない。平面形は円形を呈 し、南北軸223cm、 東西軸217cm

を測る。検出面か ら110cmま で下げたが底面は検出されなかった。調査部分の断面形は逆台形で、上部がやや広がっ

ている。堆積土は調査部分で 4層 に分けられた。調査部分では井戸枠等は検出されてお らず、素掘 りの井戸 と考え

られる。遺物は、古代の平瓦片 1点 (第 14図 14)、 折 り曲げて形成した管状の鉄製品 1点 (第 15図 6)、 洪武通宝 1

点 (第 15図 7)が出土 している。

SK3土 坑 (井戸跡)調 査区の東辺部中央で検出された。 SDl溝 跡・P2を切る。平面形は円形を呈 し、南北軸

で150cmを 測 る。検出面か ら90cmま で下げたが底面は検出されなかった。調査部分の断面形は円筒形で、壁面は垂

直に近い立ち上が りを示す。堆積土は調査部分で 4層 に分けられた。素掘 りの井戸 と考えられる。遺物は、表面が

平滑なことか ら砥石と考えられる砂岩製の石材 (第 15図 2)力 1ゞ点 出土している。

SK4土 坑 (井戸跡)調 査区の中央付近で検出された。撹乱によって上部が切 られている。平面形は円形を呈 し、

南北軸155cm、 東西軸1酪cmを測る。検出面から110cmま で下げたが底面は検出されなかった。調査部分の断面形は

円筒形で、壁面は垂直に近い立ち上がりを示すが、上部はやや広がっている。堆積土は調査部分で 2層 に分けられ

た。素掘 りの井戸 と考えられる。遺物は、中世陶器の甕の体部破片 1点 (第 14図 7)と、茶日の下臼の破片 (第15

図 1)が出土 している。

SK5土 坑 調査区の北東部で検出された。 SDl溝 跡を切る。平面形は精円形に近い隅丸長方形を呈 し、東西長

軸273cm。 南北短軸で233cmを 測る。深さは72cmで 、断面形は舟底形を呈する。北壁の西寄 りには半円形のステップ

状の段が形成されている。堆積土は 5層 に分けられた。いずれも色調は黒褐色を呈す。各層とも自然堆積層と観察

される。最下層は粘土層で、植物遺体を含んでいる。南西角付近の底面は直径30cm、 深さ約 5cmの ピット状に落ち

込んでいる。遺物は出土していない。

SK6土 坑 調査区の西部で検出された。平面形は不整な精円形を呈し、南北長軸134m。 東西短軸で77cmを測る。深

さは75cmで、横断面形は舟底形を呈し、縦断面形は南側が 1段深 く掘 られ、南端は壁面がオバーハングしている。

また、北側の底面端部には浅いピット状の落込みがある。堆積土は黒褐色シル ト1層で、下部には黄褐色土のブロッ

クを含んでいる。遺物は土師器片が数点と、土師質土器の皿 1点 (第 14図 2)出土している。土師質土器の口縁部

には数箇所にススが付着してお り、灯明皿 として使用されていたと考えられる。佐藤洋氏の編年では、該当する資

料はないが、空白期の 5期ないし6期の資料で、15～ 16世紀に相当する可能性が考えられる。

SK7土 坑 調査区の西部で検出された。平面形は不整形を呈 し、南北長軸98cm。 東西短軸で77cmを測る。深さは

坐cmで 、横断面形は凹形を呈す。径18cmの 円形の柱痕跡が認め られたことから、掘立柱の掘 り方 と考えられる。

柱痕跡の位置か らは掘 り方の底面か ら数cm浮いた面で礎板状の扁平な石が出土している。柱痕跡の堆積土は黒褐色

シル ト質粘土で、掘 り方の埋め土は 3層 に分けられる。17世紀後半か ら18世紀前半頃と考えられる肥前産の碗の破

片 (第14図 9)が出土 している。

SK8土 坑 (井戸跡)擁 壁工事 1区 の西端部で検出された。 SKl土 坑に切られる。西部は調査区の外にのびてい

る。平面形は円形を呈 し、南北軸で150cmを 測る。検出面か ら90cmま で下げたが底面は検出されなかった。調査部

分の断面形は円筒形で、壁面は垂直に近い立ち上がりを示す。遺物は出土していない。

3)ピ ッ ト群

ピットは25基検出され、このうち擁壁工事 1区 に関わるピット① o② o③・⑤・⑥、造成工事調査区に関わるピッ

ト5。 11。 14・ 16で柱痕跡が確認できた。ただし、撹乱や調査区の制約があり、掘立柱建物跡の柱配置を想定する

ことはできなかった。
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出 土 地 点 倉 類 法 量 特  徴     備  考
写真図版

基本層 遺構名 遺構層 取上瞼 種 別 器種 口径。幅 体部径 厚 底径 蛭 (調整 重量・素材・樹種・木取・産地・時期 )

1 DJ 埋 土 ロクロ土日巾器 TTN 外面 :ロ クロ調整 内面 :ヘ ラミガキ ?

2 I-11 土師質土器 灯明皿 1 対、外面:ロ クロ調整 底部回転糸切り 口縁スス付着 江戸～明治 3‐2

3 卜5 I層 土師質土器 皿 2 (50) 内、外面〔ロクロ調整 底部回転糸切 り        江戸

16 土師質土器 皿 1 (86) 内、外面 :ロ クロ調整 底部回転糸切 り       中世 ?

5 埋 土 土師質土器 El (25) 11 子づくね                   中世 ?

19 埋土 土師質土器 皿 (20) 外面 :ロ クロ調整 底部回転糸切 り         中世 ? 3-6

7 SK4 2層 陶器 窪 無釉陶器 在地  13c後半～ 14c前 半

S 13 I層 的 器 Il (22) (118) 淡青色釉 見込蛇 ノロ釉ハギ        小野相馬  18c

9 13 的器 碗 透明釉 呉器手         肥前  17c後半～ 18c前 半

2 I,「言言ユ 陶 器 碗 (55) 透明釉 呉器手         肥前 17c後半～ 18c前 半

11 PitttЭ 陶 器 仏飯器 拾釉 脚欠損後に再利用         堤焼  19c前半

1 撹乱 陶 器 壷 3J 鉄釉              産地不明 江戸～明治 42

I層 土師質土器 店鉢 外面 !ロ クロ調整 内面 :筋 目           16C頃 ?

1 SK2 層 面 平瓦 (70) 凹面 :布 日 凸面 :Π「 目 44

第14図  出土遺物 1(上師器、土師質土器、陶器、瓦)
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出 土 地 点 分 類 法 量 特  徴     備  考
写真図版

基本層 遺構名 遺構層 取上睫 種別 器種 器高・長 口径・幅 体部径 厚 底径 重 (調整・重量・素材・樹種・木取・産地・時期 )

I ,KI 」層 石製品 石 自 ("5) (192) (103) 46鋲 茶臼の下臼 145

2 (2 SK8 礎石器 曽り面のある孵 297 141 80Ⅸ すす付着 14‐6

3 P■ I層 土製品 土人形 雛人形 内裏様                 堤人形

I層 土製品 土人形 だるま?                   堤人形
5 N-3 鉄製品 刀子 ? (203) 3` 錯付着 147

6 N-2 3層 鉄製品 不 BJl
t 12 14-8

7 Ю 古錢 「洪武通費」「灘」 14-9

第15図 出土遺物 2(石製品、土製品、金属製品)
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Ⅱ 松森城跡第 2次発掘調査報告書

4)沢状の落込み

SRl 調査区の中央を傾斜面と同方向にのびて検出された。擁壁工事1区の西部では幅が2.8mで、検出面からの

深さは70cm以上である。断面形はV字上を呈する。モ積土上部に「十和田a(TO― a)」 (10世紀初頭降下)と見ら

れる灰白色火山灰の小ブロックが分布することから、平安時代には埋没していたことが考えられる。この落込みに

ついては、自然に形成された沢と推定される。

6 まとめ

① 溝跡 1条・井戸跡 3基を含む土坑 7基 `ピット25基などの遺構が検出された。

② 濤跡からは土師質土器の皿が複数出土しており、遺構の時期としては中世頃と考えられる。

③ 土坑のうち3基は井戸跡と考えられる。調査部分では井戸枠施設は検出されなかった。

④ SK4土 坑 (井戸)か らは、13世紀後半～14世紀前半頃の中世陶器が出上しているが、この遺物が井戸跡の

年代を示すかどうかは判断できない。

<参考文献>

紫桃正隆 (1973):『史料 仙台領古城・館 第3巻』宝文堂出版

誉田慶信 (20CX3):「 松森城跡」F仙台市史 特別編7 城館』仙台市

佐藤洋 (2003):『 (2)陸奥南部2-宮城県―』「中世奥羽の土器・陶磁器」p29～箭東北中世考古学会編 高志書院
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1 調査前全景

(北東から)

2 遺構検出状況全景

(】ヒ西から)

3 遺構検出状況 :東部 (南から)            4 遺構検出状況 :中央部 (北から)

図版 8 調査区の位置と遺構検出状況
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図版10 井戸跡と上坑

6 SK5土 坑 (南 か ら)
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2 SK6土 坑 (北西から)SK6土 坑断面 φ打から)

と■i■弦世

3 SK7土 坑断面 (南から) 4 SK7土 坑 (南か ら)

5 擁壁工事部 1区 (西から)

6 擁壁工事部 2区 (西から)

図版11 土坑と擁壁工事部の調査区



為

f■

舞:4

筆

鞭
|「     IIF

峰

Ⅲ―Ⅲ

|  !∫ Ⅲ
2 調査後の全景 (束 から)

図版12 調査終了写真

1 調査後の全景 (北 lllか ら)



Ⅱ 松森城跡第 2次発掘調査報告書

1
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5

7

9

土師器

土師質土器

土師質土器

陶器

陶器

-l SDl
-5 1層
-8 SDl
-10 SK4
-13 Pit20

(第 14図 1)

(第 14図 3)

(第 14図 5)

(第 14図 7)

(第 14図 9)

土師質土器

土師質土器

土師質土器

陶器

陶器

正-1l SK6
1-6 SDl
I-9 SDl
I-3 1層
I-2 Pit l

(第 14図 2)

(第 14図 4)

(第 14図 6)

(第 14図 8)

(第 14図 Ю)
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図版13 松森城助第 2次調査出土遺物 1
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2 陶器  壺

4 瓦   平瓦

6 石製品 砥石

8 鉄製品 不明

10 土製品 人形

I-1 境乱六

G-l SDl
K-2 SK3
N-2 SK2
P-l I層

(第 14図 12)

(第 14図 14)

(第 15図 2)

(第 15図 6)

(第 15図 3)

8

1 陶器

3 陶器

5 石製品

7 鉄製品

9 古銭

11 土製品

仏飯器 I-12 SK7
悟鉢  I-4 1層
茶臼  K-l SK4
刀子  N-3 1層

N-l SK2
人形  P-2 1層

(第 14図 H)

(第 14図 13)

(第 15図 1)

(第 15図 5)

(第 15図 7)

(第 15図 4)
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図版14 松森城跡第 2次調査出土遺物 2



Ⅲ 南小泉遺跡第48次発掘調査報告書

Ⅲ 南小泉遺跡第48次発掘調査報告書

1 調査要項

遺  跡  名  南小泉遺跡 (宮城県遺跡番号01021)

調 査 地 点  仙台市若林区遠見塚 1丁 目37-6

調 査 期 間  平成18年 3月 22日 ～ 3月 23日

調査対象面積  68�

調 査 面 積  21�

調 査 原 因  個人住宅建築

調 査 主 体  仙台市教育委員会

調 査 担 当  仙台市教育局生涯学習部文化財課調査係

担 当 職 員  調査係長 篠原信彦  文化財教諭 三塚博之・浅野克樹 。赤岡光騎

2 調査に至る経過と調査方法

本調査は、平成18年 2月 20日 付けで、齋藤良太氏より、柱状土壌改良を行う個人住宅の建築に伴う発掘届が提出

されたので、確認調査を実施し、そのうえで必要な場合は本調査を実施する旨を回答 した。確認調査は、平成18年

3月 22日 に実施 した。建築予定地に 3m× 7mの トレンチを設定して調査を行なったところ、調査区内から土坑お

よび溝跡などの遺構が検出されたため、引き続き本調査を実施 した。

洛弓 遺跡名 種   別 立 地 時   代

`号

遺 lVl名 ff И〕 立 地 ‖寺   イt

| 南小尺遺
fJI

集落 自然堤防 組文～近 世 9 イiケケ〉III I tt l・ n 散布地 自然堤防 古頃 古代

2 違見塚古頃 前方後円墳 自然堤防 占墳 (前用 ) 10 砂 RI Ⅱ道跡 1牧 れfナ也 自然堤防 古墳 古代

3 ″fttjjJkP4
jlJk館 自然堤防 近 lI Jl 神刑↓道 l・n 官術関係 自然堤防 古代

養種園遣跡 城舶 自然 IxL防 古代・ 中世・ 近世 12 中利↓西遺跡 散粕f地 自然好防 弥4i古 1苦 古代

S 保春院前迪跡 集 落 自然堤防 ドi代・中世・近世 13 沖野 llk17n 城 館 白然堤防 中世

6 法領卿 ]塙 円ナ脅 白然堤防 古I‐ (後 41) 14 仙台束郊条里跡 条里遣構 後背温地 占イt

7 蛇塚古墳 円
jj~? 自然堤防 古墳 (後剣!`P) 15 ヰ在家避跡 包含地 後背湿地 不り〕

8 猫塚 占墳 円墳 ? 自然堤防 古頃(後翔 ?) 16 中在家南遺V体 集落 墓地 自然堤防 弥 生 ～ ЦllJ

第16図 遺跡の位置と周辺の遺跡
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第17図 調査地点の位置

遺跡の位置と環境

仙台市は西部と東部で地形が大きく三分され、西部は奥羽山脈から派生する丘陵ないし段丘地形となっている。

東部は、北か ら七北田川 。名取―広瀬川・阿武隈川の 3河川が形成 した「宮城野海岸平野」と呼ばれる沖積平野が

広がり、河川の流域には扇状地・ 自然堤防 。後背湿地・旧河道からなる複雑な地形を形成している。仙台湾と呼ば

れる海岸部には 3列の浜堤や潟湖性の低地が認められる。南小泉遺跡は、七北田川と名取―広瀬川に挟まれた沖積

平野の発達 した自然堤防上に立地している。標高10m前後である。
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0        5m

―

第18図 南小泉遺跡 第47～49次調査区関係図

南小泉遺跡は、仙台市内でも大きな遺跡のひとつで、東西約 2航 。南北約 1血の範囲に広がる。これまでの調査

では、最古の時期としては縄文時代の遺物包含層が確認されている。その後は、弥生時代前期の土器や、弥生時代

中期の土器棺墓が遺跡の東部を中心として発見されている。古墳時代は、前期段階は小規模の集落であったが、中

期になると東部を中心に広い範囲に集落が形成される。後期になると集落の範囲は西部に広がることが確認されて

いる。奈良 。平安時代の竪穴住居跡も広範囲に確認されている。また中・近世の屋敷跡なども存在し、縄文時代以

来各時代の遺構・遺物が発見されている。

周辺には遺跡も多く、南小泉遺跡東方約 1飾の中在家南遺跡からは、弥生時代中期から古墳時代を中心とする木

製品が多量に出土した河川跡や、古墳時代前期の方形周溝墓群などが発見されている。また南小泉遺跡内には、全

長110mの 前期の前方後円墳である遠見塚古墳がある。西に隣接する若林城跡の中では、埴輪を有する古墳が発見さ

れている。北西側には後期の円墳である法領塚古墳などがある。奈良時代になると、遺跡の北西 l lQ4に 陸奥国分

寺 。国分尼寺が建立される。近世には伊達政宗が晩年の居城とした若林城が造営される。

以上のように、これまでの調査からこの地域は、縄文時代に遺跡が形成され、古墳時代以降は陸奥国の中心地域

として栄えていたことがうかがわれる。

4 基本層序

la層 10YR 3/3暗褐色のシル ト層。層厚約20cm。 現在の畑耕作土。

ib層  10YR 6/4に ぶい黄褐色の山砂層。層厚40～ 50cm。 畑のための盛土層。

ic層  10YR 4/6褐色のシル ト層。層厚10～40cm。 盛土前の耕作土層。

id層  10YR 4/4褐色のシル ト層。層厚約20cm。 調査区東部に分布。

H 層 10YR 3/4暗褐色のシルト質粘土層。層厚約30cm。 黄褐色上のブロックを霜降状に、炭化物をわずかに含

む。土師器片を多く含む。上面で溝跡や土坑が検出された。

第47次



III 層 2.5YR 5/4黄 褐色のシル ト質砂層。酸化鉄を霜

降状に含む。マンガン粒をわずかに含む。地山。

上面で古墳時代の土坑が検出された。

5 発見遺構と出土遺物

Ⅱ層上面で、溝跡 2条・土坑 2基が検出され、Ⅲ層上

面で土坑 3基が検出された。

1)‖ 層検出遺構

①溝跡

SDl溝 跡 調査区の西部で、南北方向にのびて検出さ

れた。Ⅲ層のSK2土 坑を切っている。上面幅は北部で

180cm。 南部で112cm、 底面幅は20cm前後である。検出面

か らの深さは75cmで 、断面形は逆台形を呈する。堆積土

は 2層 に分けられ、上部は暗褐色の粘土質シル トで炭化

物を含んでいる。下部は暗褐色の粘土質シル トで褐灰色

土のブロックを含んでいる。遺物は、土師器の壼の日縁

部の破片 (第22図 14)が出土している。

SD2溝 跡 調査区の中央で、南北方向にのびて検

出された。北部では一部が浅くなって途切れている。

上面幅は断面位置で開cm、 底面幅は範 cm程である。

検出面か らの深さは 8cmで、断面形は浅い舟底形を

呈する。堆積土は、暗褐色のシル ト質粘± 1層で、

黄褐色土のブロックを含む。

②土坑

SKl土 坑 調査区南東部で検出された。東部は調

査区の外にのびている。検出郡は略楕円形を呈 し残

存長軸約90cm、 短軸68cmを測る。深さは約10cmで 、

底面に凹凸があり、断面形は不整な舟底形を呈する。

堆積土は、にぶい黄褐色土を黒褐色のシル ト質粘土

1層である。出土遺物はない。

SK3土 坑 調査区南東部で検出された。平面形は

北西から南東方向に長軸を有する長楕円形を呈 し、

長軸170cm・ 短軸盗cmを測る。深さは 7cmで、断面

形は舟底形を呈す。堆積土は、黄褐色土の小ブロッ

クを少量含む暗褐色の粘土質シル ト1層 で、土師器

の小片を含んでいる。

市 道

第19図 調査区配置図

敷地筍囲

Ⅲ層検出遺構
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(西壁〉

96津  SKl ド

V
器

営

´
Я6浄

SD2ド´

π

0                 2m

SK4
層No 土  色 土  性 備  考

1 25Y59 暗灰黄色 シル ト質砂 上師器片を多く含む。酸化鉄を少量含む

2 25Y,2 暗灰黄色 ンル ト質砂 酸化鉄を含む。

3 25Y4/2 暗灰黄色 シル ト質砂 炭イヒ物の小片をま|ぎ らに含む。酸十ヒ鉄を結降状に含む

10YR5れ  褐灰色 ンル ト質砂 酸化鉄を含む。炭化物を少量含む。

5 ЮYRVI 灰黄拙色 シル ト蜜粘土 炭片を多星に含む。

6 10YRor9 灰黄褐色 ンル ト質 lHr土 炭化物の小粒を含む。

7 10YR5の  灰黄褐色 シルト質粘土 炭を多量に含む。

第21図 調査区・遺構断面図 SK5
層No 土 色 土  性 備 考

10YR5/2 灰苦褐色 粘土賓シル ト 黄褐色上のブロックを少遣含む。炭化物粒を含む。

2)||1層検出遠構

SK2土 坑 調査区南西角付近で検出された。西と南側は調査区の外にのびてお り、検出部は全体の 1/4程 度で

ある。SK5土 坑を切る。検出部か ら平面形は円形ないし楕円形を呈するものと推定される。検出部で東西約260cm、

南北約130cmを 測る。検出面か らの深さは約85cmで、断面形は不整な舟底形を呈する。堆積土は 8層 に分けられる。上

部が暗褐色の粘土質シル トで、下部は灰黄褐色土が数層に分けられる状態で堆積 している。 2層中か ら多数の土師

器片が出土している。出土土師器には、高年rTh部 片 (第22図 1)・ 高年脚部片 (2,3)。 甕口縁部片 (4)。 台付甕

脚部片 (5)がある。器形及び調整は、いずれも南小泉式の範疇で理解されるもので、古墳時代中期に位置付けら

れる。

SK4土 坑 調査区南東角付近で検出された。東と南側は調査区の外にのびている。検出部から平面形は円形ない

し楕円形を呈するものと推定される。検出部で東西約240cm、 南北約210cmを測る。検出面か らの深さは約51cmで、

断面形は舟底形を呈する。堆積土は 7層 に分けられる。堆積土上部か ら土師器片が多く出土している。出土土師器

基本層

層No 土  色 土 ′性 備  考

10YR夕3 暗褐色 シ,レ ト 耕作十

b 10YR6μ  にぶい黄橙色 山砂 盛 土

10YR4る  褐 PI シル ト 畑 III作 土

d 10YR4 4 褐色 ン,レ ト

Ⅱ OYR32 暗褐色 シル ト質粘上 貫協色上のブロックを斑状に多く含む。■ll器 片を含むt

Ⅲ 25Y5μ  黄褐色 シル ト質砂 酸化鉄を編降状に含む

SK2
属No 土  色 上 性 備  考

1 10YR3お  1音 褐色 粘 土質シル ト 土師器片を多 く含む。炭化物粒を含む。

2 10YR52 灰黄褐色 粘 子 酸イヒ鉄を含む。土師器片を多く含む。

3 10YR4r2 灰黄褐色 粘土質 ンル ト 炭化物の小片をまばらに含む。酸化鉄を含む.

10Y鷲陸 灰黄褐色 粘土質 シル ト 炭化物を多量に含む。

5 ЮYR5の 灰黄褐色 シルト質粘土 炭化物を含む。

6a 10YR02 灰黄褐色 粘 士 酸化鉄を含む。

10YR5/2 灰☆褐色 粘 土 酸化鉄を含む。

6c ЮYR02 灰☆掲色 砂質 シル ト 酷イ監鉄歩合む .SDl
層No 土  色 土 性 備  考

1 ЮYR3μ  暗褐色 粘十質 シル ト 炭化物をまばらに含む

10YR3お  ,き 褐色 lDr土 質シル ト 下部に褐灰色土のブロックを含む。

SK3
層 No 土  色 ± lt 備  考

10YR314 暗褐色 粘土質 シル ト 上師器片を含む。女褐色上の小ブロックを少量含む。

SD2
層No 上  色 土  性 備  考

ЮYR314 暗褐色 ンル ト慣粘土 譜協仁十のブ ロックを含む

SKl
厨No 土  色 土  性 備  考

1 10YR3之  黒 itl伯 ンル ト質粘土 にぶい黄褐色土を部分的に含む
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1 No 12 非ロクロ土師器 高第 (63) 外面:日縁ヨコナデ、体郡ヘラミガキ 内面:日縁ヨコナデ、、体部ヘラミガキ
2 }2 非ロクロ土師器 高輝 外面 :ヘ ラミガキ、ヨコナデ  内面 :ナず、ヨコナデ

3 }3 Wo 13 非ロクロ土師器 高 郷 (92) 外面 :ヘ ラミガキ 内面 !ナデ、ヘラナデ

4 }5 非ロクロ土師器 喪 (147) 内外面磨滅

5 SK2 非ロクロ土師器 台付甕 (79) 11 外面 :ナデ 内面 :ナデ 187
6 }6 ,K4 洋ロクロ土師器 ITN 外面:ヨ コナデ、ヘラナデ 内面:ヘ ラミガキ
7 7 *留 非ロクロ土師器 葛杯 (101) 14 外面 :ヘ ラミガキ 内面 :ナテ

8 8 SM Wo 21 非ロクロ土師器 高 lTN (85) (142) 外面 :ヘ ラミガキ 内面 :ナデ、ヨコナデ

9 】9 非ロクロ土師器 高 坪 (7S) 外面 :ヘ ラミガキ 内面 :ケ ス リ、ナデ

SK4 oヾ必9 非ロクロ土師器 高 邸 外面 iヘ ラミガキ 内面 :ケ ス リ、ナデ
11 12 非ロクロ土師器 衰 (74) (156) 小面:口縁ヨコナデ、卜部ヘラナデのちヘラミガキ 内面:口緑ヘラミガキ、体部ヘラナデ 18-5

12 3‐ 13 SK4 oヾ20 非ロクロ上師黙 (120) 外面〔磨滅 内面 :日 縁部ヘラミガキ、体部ヘラナデ
13 SK4 oヾ18 非ロクロ土師器 (37) (175) 外面:日 縁ヨコナデ 内面:口 縁ヨコナデ、徳部ヘラナデ
14 No 2 非ロクロ土師器 一霊 (23) (75) 外面 :日 縁ヨコナデ 内面 口緑ヨコナヂ

15 K-1 No 18 百製模造品 有子し円盤 (20) 0 単孔

０
０

第22図 出土遺物
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には、lTh片 (第22図 6)・ 高杯脚郡片 (7～ 10)・ 甕片 (■～13)。 石製模造晶 (15)がある。これらの土師器も南小

泉式に位置付けられ、古墳時代中期と考えられる。

SK5上坑 調査区中央の南壁際で検出された。南狽1は調査区の外にのびている。平面形は円形ないし精円形を呈

し、検出部の東西軸162cm・ 南北軸6飩mを測る。深さは45cmで、断面形は舟底形を呈す。堆積土は、黄褐色上のブ

ロックや炭化物粒を含む灰黄褐色の粘土質シル ト1層である。

6 ま とめ

① Ⅱ層上面とⅢ層上面の2層で遺構が検出された。

② Ⅱ層上面では溝跡2条と土坑2基が検出された。

③ Ⅱ層検出のSDl溝跡は、第O次調査区で検出されたSDl溝跡つながることが、方向・規模。堆積土の状

況から考えられる。この溝跡については、第47次調査区で検出された平安時代の掘立柱建物跡群の西側を区画

する施設の可能性が考えられる。

④ Ⅲ層では 3基の土坑が検出され、SK2,4土 坑中から古墳時代中期の土師器がまとまって出土し、周辺に

この時期の集落が存在した可能性が考えられる。

<参考文献>

仙台市教育委員会 (2006):「 XⅣ南小泉遺跡第47次発掘調査報告書」仙台市文化簿調査報告書第301集
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1 2層上面検出状況 (南 西から) 2 SDl溝 跡 (南 から)

■i●■ 1奪II
SDl溝跡土層断面 (南から) 4 SD2溝 跡 (南から)

5 SKl土 坑断面 (南 から) 6 SKl土 坑全景 (北か ら)

7  S K 3EL坑 断面 (南から) 8 SK3土 坑全景 (東 か ら)

40

図版15 溝跡とSKl・ 3土坑



Ⅲ 南小泉遺跡第48次発掘調査報告書

SK2土 坑断面

(1ヒ から)

SK2土坑全景

(】ヒから)

SK2土坑遺物出土状況

(】ヒから)

図版16 SK2土坑と遺物出土状況
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靴一ヽヽ一二社ｉよに］一2 調査区完掘全景 (西から)

図版17 SK4土 坑と調査区全景
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1 土師器 高杯  C-l SK2(第 22図 1)

3 土師器 高杯  C-7 SK4 (第 22図 7)

5 土師器 甕   C-12 SK4 (第 22図 11)

7 土師器 台付甕 C-4 SK2(第 22図 5)

2 土師器

4 土師器

6 土師器

8 石製模造品

杯

杯

　

盤

高

一働
甕

円

C-2
C-8
C-13
K-1

SK2 (第 22図 2)

SK4 (第 22図 8)

SK4 (第 22図 12)

SK4 (第 22図 15)

図版18 南小泉遺跡第48次調査出上遺物
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Ⅳ 南小泉遺跡第49次発掘調査報告書

1 調査要項

遺  跡  名  南小泉遺跡 (官城県遺跡番号01021)

調 査 地 点  仙台市若林区遠見塚 1丁 目37-5

調 査 期 間  平成18年 4月 12日 ～ 4月 13日

調査対象面積  62∬

調 査 面 積  21∬

調 査 原 因  個人住宅建築

調 査 主 体  仙台市教育委員会

調 査 担 当  仙台市教育局生涯学習部文化財課調査係

担 当 職 員  主査 工藤哲司  主任 長島榮一  文化財教諭 早川潤―・藤田雄介

2 調査に至る経過と調査方法

本調査は、平成18年 3月 22日 付けで、佐々木勝彦氏より、柱状土壌改良を行う個人住宅の建築に伴う発掘届が提

出されたので、確認調査を実施 し、そのうえで必要な場合は本調査を実施する旨を回答 した。確認調査は、平成18

年 4月 12日 に実施した。建築予定地に 3m× 7mの トレンチを設定して調査を行なったところ、調査区内から溝跡

や土坑が検出されたため、引き続き本調査を実施 した。

3 遺跡の位置と環境

南小泉遺跡の位置と環境は、本書のⅢ南小泉遺跡第軽次調査報告書を参照されたい。調査地点は第4次調査区の

北側 に当る。

4 基本層序

la層  10YR 4/3に ぶい黄褐色のシル ト質粘土層。層厚約20cm。

現在の畑耕作土。

lb層  2.5Y7/6明 黄橙色の山砂層。層厚約50cm。 畑のための盛土

層。

I cl層   10YR 4/4褐色のシル ト質粘土層。層厚10～40cm。 盛土前

の耕作土層。

I c2層   10YR 4/1褐灰色のシル ト質粘土層。層厚 10cm。 黒色土を

多 く含む。

i c3層   10YR 6/4に ぶい黄橙色のシル ト質粘土層。層厚約 10cm。

黒色土を少量含む。

‖ 層  10YR 6/6明黄褐色の粘土層。遺構検出面。上面で古代・

古墳時代の遺構が検出された。

第23図 調査区配置図
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第24図 遺構配置図

5 発見遺構と出土遺物

Ⅱ層上面で、溝跡 1条・土坑 4基が検出

された。

1)溝跡

SDl溝 跡 調査区の中央で、南北方向に

のびて検出された。重複はない。上面幅は

130cm前後、底面幅は20cm前後である。検

出面からの深さは65cmで、断面形はV字 に

近い逆台形を呈する。堆積土は 2層 に分け

られ、上部は暗褐色のシル ト質粘上で部分

的に黄褐色土及びにぶい黄褐色土を斑状に

含んでいる。下部は暗褐色のシル ト質粘土

で黄褐色土のブロックを多量に含んでいる。

南方にのびて第48次調査のSDl溝 跡につ

ながると推定される。

2)土坑

SKl土 坑 調査区北東部で検出された。

東部は調査区の外にのびている。検出部は

略楕円形を呈し検出部の東西長軸約220cm、

い   F

0                  2m

SKl

基本層

層No 土  色 土  性 備  考

I ЮYV略  にぶい黄褐色 シル ト質粘 ■ 表土。現耕作土

Ib 25Y7る  明黄橙色 山砂

I cl 10YR4 4 褐 色 ンル ト質粘土 旧耕作土

I c2 llYR4川  褐灰色 シル ト質粘土 黒色土を多 く含む。

I c8 10YR62 にぶい黄橙色 粘 土 黒色上を少呈含む。

コ 10YR6 6 明黄褐色 粘 土

SDl
層No 土  色 土 性 備  考

1 10YR314 暗褐色 シル ト質粘土 言[分的に黄褐色上を斑状に含む。

2 10YR3μ  l盲 イ島徹 ル ト質粘土 黄褐色上のブロックを多量に合む。

屈No 上 色 上  1■ 備  考

1 ЮYR3“  暗褐色 ンル ト質 米|十 黄褐色上のブロックを含む。

SK2
層No 土 色 土  性 備  考

IA ЮYR切 暗褐色 焙土質 ンル ト 炭化物粒 土師器片を多量に含む ,

lb 10YR4お  にぶい黄褐色 シリレト 炭化物・土器片 にぶい黄橙色上のブロックを含む。

2 10YR6 4 にぶい裁橙色 砂質 シル ト 土器片をわずかに含む。

SK3
層No 上  色 土  性 備  考

ЮYR 7川  灰白

“

粘 土 土師器片を含む。

SK4
同 No 七 色 土 ‖J: 備  考

ЮYR切  にぶい太褐色 粘 土 灰 白粘上を斑状に少垂含む。

2 黒褐色 粘土 にぶい焚橙色粘土との混合層。炭化物を多 邑に含む。

3 10YRF0 3 にぶい読代 々色 lBr上 マ ンガン粒・炭化物を少見含む。
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南北短軸118cmを測る。深さは1■mで、断面形は浅いU字形を呈する。堆積土は、褐色土粒を霜降状に含む暗褐色

のシル ト質粘± 1層である。短い口縁部が S字状に屈曲する丸底の土師器の外片 (第%図 1)と須恵器の坪片 (第

26図 6)力 出ゞ土している。

SK2土 坑 調査区北西部で検出された。北側は調査区の外にのびている。平面形は円形を呈すると推定され、検

出部で東西軸120cm・ 南北軸80cm以上を測る。深さは58cmで 、断面形はU字形を呈す。堆積土は、上部が土師器片

を多量に含む暗褐色土の粘土質シル トで、下部はにぶい黄褐色のシル トないしにぶい黄橙色の砂質シル トである。

出土土師器にはITh 2点 (第26図 2・ 3)と甕の底部片 (4)が出土している。

SK3土 坑 調査区北西角で検出された。北側及び西側は調査区の外にのびている。 SK4土 坑を切 り、SK2土

坑に切 られている。 SK2土 坑に切 られているために平面形は不明である。検出部で東西150cm・ 南北92cm以上を

測る。深さは58cmで 、断面形はU字形を呈す。堆積土は、灰白色の粘土質シル トで、土師器片を含んでいる。出土

土師器には重の口縁部の破片 (第26図 5)がある。

SK4土 坑 調査区西壁際で検出された。西部は調査区の外にのびている。北部をSK3土 坑に切 られている。検

出部は略楕円形を呈し検出部の東西長軸約110cm、 南北短軸8飩mを測る。深さは翻3mで、断面形は舟底形を呈する。堆

積土は、上部がにぶい黄褐色の粘土、下部がにぶい黄橙色の粘土層で、その中間に黒褐色の粘土を挟んでいる。

0                10m

第26図 出土遺物

6 まとめ

① Ⅱ層上面で溝跡 1条 と土坑 4基が検出された。

② Ⅱ層検出のSDl溝跡は、第4次調査区で検出されたSDl溝跡つながること推定され、第T次調査検出の

平安時代の掘立柱建物跡群の西側を区画する施設の可能性が考えられる。

③ SKl土 坑は、規模と方向から、第47次調査区検出のSKl土坑につながる可能性が考えられる。この場合、土

坑の延長は約7.9mとなる。

④ 図化したSKl・ 2土坑から出土した土師器については、古墳時代中期のものと考えられるが、詳細な時期

フ

図中

番号

登録

番号

出 土 地 点 分   類 法 量 特  徴     備  考
写真図版

基本層 潰縦名 漬構層 取 上 llo 種 別 器縫 口径・幅 体部径厚 底径・重 (調整 重量・素材 樹種・木取・産地・時期 )

1 1 [層 非ロクロ土t市器 ITN 牛面:日 縁ヨコナデ、体部ナデのちヘラケズリ 内面:日 縁ヨコナデ、体部ヘラナデ

2 32 SK2 〔層 非ロクロ土師器 17N (132) 1面 i回 縁ヨコナデ、ヘラミガキ、体部ナデ? 内面:口縁ヨコナデ、体部ヘラミガキ

3 33 SK2 I層 非ロクロ土師器 不 57 155 牛面:日 縁ヨコナデ、体部ヘラミガキ 内面:日 縁ヨコナデ磨減、休部ヘラミガキ

SK2 I層 非ロクロ土師器 費 6( 外画 :体言【ヘラミガキ、底部ヘラケズリ 内面 :ヘ ラナデ

5 】5 ,K8 I層 No l 非ロクロ土:市器 (48) 外面:ヨ コナデ、ヘラミガキ 内面〔ヨコナヂ 195

6 SKl 〔屑 須点 P母 然 (25) (116) 大、外面〔ロクロ調整

T



は不明である。

<参考文献>

仙台市教育委員会 (2006) :「 X Ⅳ南小泉遺跡第47次発掘調査報告書」仙台市文化財調査報告書第301集

杯

甕
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２
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Ｃ
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杯
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土師器

土師器

土師器

SK2 1層  (第 26図 3)

SK2 1層  (第 26図 2)

SK3 1層  (第26図 5)

土師器

土師器

須恵器

C-l SKl l層  (第26図 1)

C-4 SK2  1層  (第 26図 4)

E-l SKl l層  (第26図 6)
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図版19 南小泉遺跡第49次調査出土遺物



IV  l r1/卜 泉道 l第49次テさlたヨ,耐介辛掟ti ll

SKl土坑土層断面 (西から)

8 SK2土 坑土層断面 (東から)

図版20 遺構検出状況・溝跡・土坑

饗
卓

1 遺構検出状況 (東から) 2 遺構検出状況 (西から)

3 SDl溝 跡 (北 西か ら) 4 SDl溝 跡土層断面 (南から)

5 SKl土 坑 (東 から)

SK2土 坑 (北 か ら)
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2 SK3・ 4土坑土層断面

(東から)

SK3・ 4土坑

(南から)

図版21 土坑・完掘写真

3 調査区完掘全景 (西から)
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V 南小泉遺跡第50次発掘調査報告書

1 調査要項

遺  跡  名  南小泉遺跡 (宮城県遺跡番号01021)

調 査 地 点  仙台市若林区一本杉町%-1

調 査 期 間  平成18年 6月 19日 ～ 6月 22日

調査対象面積  166111

調 査 面 積  64�

調 査 原 因  診療所建築

調 査 主 体  仙台市教育委員会

調 査 担 当  仙台市教育局生涯学習部文化財課調査係

担 当 職 員  主査 工藤哲司  文化財教諭 早川潤一 藤田雄介

2 調査に至る経過と調査方法

今回の調査は、平成18年 5月 18日 付けで、地権者渡邊龍彦氏、渡邊好子氏より、深さ3.5mの柱状土壌改良を伴う

2階建ての診療所の建築工事に係る「埋蔵文化財の取扱いについて (協議 )」 が提出されたので、確認調査を実施 し、

その上で必要な場合は本調査を実施する旨を回答した。確認調査は、平成18年 6月 1日 に実施した。建物建築予定

地の北側部分に南北2.5m× 東西 12m、 南側部分に南北25m× 東西18mの 調査区を設定して調査を行なったところ、

調査区内から遺構が検出され、本調査が必要と判断されたため遺構の掘 り込みは行わず、記録後に調査区内にシー

トをかけて埋め戻 し、確認調査を終了した。

この確認調査の結果を受けて、建物建築予定地に南北6.5m× 東西10mの 調査区を設定 して本調査を実施した。重

機により表土および I層 を除去 し、Ⅱ層および一部Ⅲ層で個別の遺構調査を行った。その後、北壁際部分および東

壁際部分を約 lmの幅で、また、調査区中央部分を南北約 2m× 東西約 4mで深掘 りし、Ⅱ層の堆積状況とⅡ層の

下層 (Ⅲ 層上面)の遺構の有無を確認 した。

なお、本件に関わる敷地については、平成13年にマンション建設に伴う確認調査 と本調査 (第37次調査)が行わ

れている。

3 遺跡の位置と環境

遺跡の環境については第48次発掘調査報告書を参照にされたい。

今回の調査区は遺跡の北西側に位置 し、第37次調査の北側に隣接 している。第37次調査では奈良時代のものと考

えられる住居跡、近世初頭以前の溝跡、時期不明の円形周溝遺構、土坑等が検出されている。

4 基本層序

調査地点は40cm前後の盛土がある。その下の I層 は近年の畑の耕作土である。 I層は、上下 2層 に分けられる。

上部は層厚約30cmの 灰黄褐色粘土質シル ト層 (Ia層 )である。下部は層厚 5～ 15cmの 暗褐色粘土質シル ト層 (I

b層 )である。調査区の北東部分の一部では、 I層が見 られず盛土が約 lmあ る。

Ⅱ層は調査区の東側約 2/3の Ⅲ層が低くなった部分に分布している。Ⅱ層は、4層 に分けられ、Ⅱa層は層厚 5

～20cmの 褐色粘土質シル ト層、Ⅱb層は層厚 5～ 15cmの にぶい黄褐色砂層、Ⅱc層は層厚 5～20cmの 灰褐色粘土層、



隣地

平成 18年

確認調査

0                10m

平成14年

37次本調査

隣
地
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第27図 調査区配置図

Ⅱd層は層厚10～20cmの暗褐色粘土層である。調査区西側は I層直下が亜層となる。Ⅱ層中には土師器の小片が多

数含まれてお り、遺物の出土状況などから2次的な遺物包含層と判断される。Ⅱ層出土土師器は後述のとお り器形の

特徴から塩釜式に相当すると考えられることか ら、この層については古墳時代前期頃に堆積 したものと考えられる。

Ⅲ層は黄褐色粘土層で、いわゆる地山を形成 してお り、第37次調査ではこの層の上面で奈良時代以降の遺構が検

出されている。

5 発見遺構と出土遺物

Ⅱ層上面からⅢ層上面を掘 り込んで、溝跡 2条が検出された。

1)溝跡

SDl溝 跡 調査区の南壁中央付近から西壁中央付近へ調査区を斜めに横切って検出された。南東方向側・北西方

向側 ともに調査区外に延びている。上端幅30～ 60cm、 下端幅20～ 50cm、 検出面か らの深さは 3～ 8cmを測る。断面

形は浅い逆台形である。堆積土は、にぶい褐色の粘土質シル トで、褐色粘土質シル トを粒状に少量含み、層底面に

酸化鉄が集積している。出土遺物が無いため時期は不明である。平成13年 3月 の確認調査で検出された溝跡の延長
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にあたると考 え られ る。

SD2溝 跡  調査区南壁 の東端付近か ら北西方向に検 出された。遺構の南部は、調査 区外 に延びているため正確な

形状・規模は不 明である。上端幅約 30cm、 下端幅 10～25cm、 検 出面か らの深 さ約 5cmを測 る。断面形は浅 い逆台形

である。堆積 土は、にぶ い黄褐色の粘土質 シル トで、褐色 シル トを斑状 に多量に含む。出土遺物が無 いため時期は

不明である。

(SDl)  A だ

100評  1 ト

一
(SD2〉   B    B´

lo o評  1 ト

―

0             1

100m

2m

(南 壁断面〉

(北壁断面〉

〈東壁断面〉

調査区南壁

層No 土  色 土  性 備  考

Ia 10YR3/3  暗褐色 粘土質ンル ト 褐色シル ト質粘土を層下部に斑状に多廷に含む。最近の対1耕作土。

Ib 10YR3μ  'き褐色 シル ト質ll上 褐色 シル ト質ID土 を粒状に少量に含む。近年の畑耕作土 .

Ⅱ ЮYR44 褐色 粘 十質 ンル ト 暗褐色ンル ト質粘土の植物の根の跡 と思われるものを管状に含む。土師器片日I土 。

題 7 5YR4 4 褐 Ftl 粒土貿シル ト 黒褐色 シル トの植物の根の跡 と思われるものを管状に含む。酸化鉄を少足含む。

調査区北壁

層No 土  色 上  性 備  考

I ЮYR4r2 灰黄 rBj色 粘土質シル ト 根菜遺体あり。炭化物を粒状 に少星含む。東側一言【に撹乱あ り。最近の畑耕作土。

Ib 10YR373  ‖音褐色 粘土費シル ト 炭化物を粒状にまイぎらに含む。狩R耕 作土。

旺 a 10YR4r■  褐色 粘土質シル ト lPJ色粘土質シル トを斑状に多量に含む。酸化鉄をまば らに含む。炭化物を粒状に含む。

Ⅱ b ЮYR413 にぶい黄褐色 砂 掲色粘上質シル トのブロックをまIご らに含む。土器片を含む。

7 5YR4/2灰 褐色 粘 土 屑全体に酸化鉄を多壁に含む。 lgJ色粘 土質ンル トをブロック状に少見含む。グライ化が見られる。土器片を含む。

ЮYR4μ 褐色 粘 十 酸化鉄をまば らに少量含む。土器片を含む。

Ⅲ 10YR4お  にぶ い黄褐色 lBI土 10YR5/3に ぶい白i褐色粘土を斑状に少星含む。

A′ 10YR4 3 にぶい武褐色 粘土質シル ト 層下部に褐色粘土質シル トをを含む。

C 10YR3打  暗褐色 粘土質ンル ト 灰黄 F21色粘土質 シル トをまば らに少星に含む。層下部に酸化鉄を含む。土器片を含む。

調査区東壁

層No 土  色 ![  モに 儒  考

I 10YR4た  灰黄褐色 粘土質シル ト 根菜遭体あり。炭化物を粒状に少量含む。プラスチック月を含む。最近の畑〃1作土。

Ib 10YR3/3 暗褐色 粘土質シル ト 炭化物を粒状にまば らに含む。畑耕作土。

Ⅱ ЮYR4μ  褐色 粘上質シル ト 灰黄褐色粘土質シル トを管状に含む。酸化鉄を一部含む。上器片を含む。

10YR4/3 にぶい士褐色 I1/ 褐色粘■質 シル トのプロックをまば らに含む。上器片を含む。

Ⅱ 10YR5お  にぶい黄協色 粘 土 酸化鉄を多見に含」_・ 。黒色粘土質ンル トを粒状に少曼含む。 (炭化物か ?)グ ライ化が見られる。

10YR4μ  褐色 粘土質ンル ト 黒褐色粘土を層 Lllに 含む。にぶい黄 lPJ色 粘上を思氏面に含む。炭化物を粒状にまば らに含む。酸化鉄を少量含む。上器片を含む。

ЮYR々8 にぶ い黄褐色 粘 土 10YR5Bに ぶい黄褐色粘上を 一部に斑状 に含む。

A 10YR3μ  暗褐色 樅 土 lPlttlur iを ■と状に多1と に含む。

B 10YRV3 にぶい美褐色 粘 ヒ 灰黄褐色粘 Lを斑状に多星に含む。酸化鉄を少量含むく

SDl
目No 土  色 上  性 l「  考

7 5YR5B にソぶいIPrfr 柁土質 シル ト 褐色 lLr土 質ンル トを粒状に少垣含む。

SD2
層No 土  色 ti 4: 備  考

1 10YRV3 にぶ い貢 鶴色 Xi十 雪シル ト 褐色シル トをAff状 に多量に含む。

第28図 調査区・遺構断面図



下層観察 トレンテ

下層観察 トレンチ

第29図 遺構配置図

2)出土遺物

Ⅱ層中から土師器小片等がコンテナ (32)1/4程度出土した。なお、Ⅱ層からはⅡb層 を主密に、層全体から

散在的に遺物が出土した。この遺物の出土状況からⅡ層は 2次的な遺物包含層と判断される。Ⅱ層出上の遺物の中

から、非ロクロ土師器甕片 4点 (第30図 1,2れ5)と 非ロクロ土師器壺片 1点 (第30図 3)、 土製品 1点 (第30図 6)

を実測した。

Ⅱ層出土土師器は、比較的薄手で口縁部が短く外傾ないし外反し、内面の体部と口縁部との境に稜の形成される

ものも認められる。調整はヘラミガキを基調とし、ハケメ 。ヘラナデ・ヨコナデ調整も見られる。ハケメ調整は、

目が細かく鋭利な工具によってなされている。底部は台が未発達で平坦な底面から体部がゆるやかに立ち上がって

いる。これらの器形や調整の特徴から塩釜式に相当すると考えられる。したがって、この層については古墳時代前

0                           10cm

７

‐

了

２

◇6

録

号

登

番

出 土 地 点 分   類 法 量 特  徴   ・  備  考
写真図撤

ζ号 基本層 遺構名 遺構層 取 上 聴 種 別 器種 器高・長 口径。幅 本部径・厚 氏径・重 (調整・重量・ 素材 樹種 木取・産地・時期 )

〕 ■層 非ロクロ上師器 誕 口縁外面 :ハケメ後ヨヨナデ 内面 :ハケメ後ヘラミガキ 23-1

2 2 Ⅱ層 非ロクロ土師器 甕 口緻外面 :摩減  内面 :ヘ ラミガキ

3 3 Ⅱ層 非ロクロ土師器 重 ? 底郁ヘラケズリ 外面 :体部ヘラミガキ 内面 :ヘ ラナデ 23-3

■層 準ロクロ土師器 疑 (212) 口縁外面 :ハケメ後ヨコナデ 内画 :ハ ケメ 23-4

5 5 Ⅱ層 非ロクロ に師器 麓 (129) 口縁外面 :ヘ ラミガキ 内面 :摩減 23-5

6 PI Ⅱチi::ユ ■処品 i4Tf 構 径 :27
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第30図 出土遺物



V 南小泉遺跡第50次発掘調査報告書

期頃に堆積 したものと考 え られる。

土製品は、分銅状の土錘 と考 え られるものである。球形の本体 に半乗状の紐がつ くと推定されるが、紐 の部分は

欠損 している。

6 ま とめ

① 今回の調査では、溝跡2条 (SDl・ SD2)が検出された。

② SDl溝跡は、時期を決定する資料等は出土していないが、検出状況から古墳時代前期以降と考えられる。

詳細は不明である。

③ SD2溝 跡は、時期を決定する資料等が出土していないが、検出状況から古墳時代前期以降と考えられる。

詳細は不明である。

④ 調査区の東側部分に分布するⅡ層中からは、 2次的に堆積したと考えられる古墳時代前期頃の土師器片が出

土している。

<参考文献>

仙台市教育委員会 (2003):「南小泉遺跡第37次発掘調査報告書」仙台市文化財調査報告書第266集

仙台市教育委員会 (2005):「南小泉遺跡242次発掘調査報告書」仙台市文化財調査報告書第287集

仙台市教育委員会 (20∽ ):「南小泉遺跡第坐次発掘調査報告書」仙台市文化財調査報告書第301集



出1犬 況  (ド耳力Ⅲ

D2溝跡土層断面 (朽 束から)

調査区中央深掘り東壁断面 (P町 から)

図版22 遺構調査
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2 SDl溝 跡土層断面 (束 から)

SDコ ,SD2溝 跡完掘状況 (北 西から)

6 調査区中央深掘 り状況 (山 から)
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完掘状況

8 調査区完掘全景 (山 から)
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図版23 南小泉遺跡第50次調査出土遺物
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Ⅵ 南小泉遺跡第51次発掘調査報告書

1.調査要項

遺  跡  名  南小泉遺跡 (宮城県遺跡番号01021)

調 査 地 点  仙台市若林区一本杉町21-4

調 査 期 間  平成18年 9月 19日 ～ 9月 20日

調査対象面積  80∬

調 査 面 積  30∬

調 査 原 因  個人住宅建築

調 査 主 体  仙台市教育委員会

調 査 担 当  仙台市教育局生涯学習部文化財課調査係

担 当 職 員  主任 長島榮一  文化財教諭 今野秀治

2.調査に至る経過と調査方法

今回の調査は、平成18年 8月 15日 付けで、地権者佐藤孝光氏より、湿式柱状改良の基礎工法による住宅建築に伴

う発掘届が提出されたので、確認調査を実施し、そのうえで必要な場合は本調査を実施する旨を回答 した。平成18

年 9月 19日 に建物部分を対象に 3m× 10mの トレンチを設定 して確認調査を行なったところ、柱列 と小濤状遺構群、

土坑などが検出されたので、引き続き本調査を実施 した。

3.遺跡の位置と環境

遺跡の位置と環境は、Ⅲ南小泉遺跡第4次発掘調査報告の記載のとおりである。今回の調査地点は、南小泉遺跡

の北西部にあた り、標高は約12mである。

4.基本層序

調査区で確認 した基本層は、 I層 からⅦ層まで大別 7層である。 I層は厚さ約50cmの 盛土である。 Ⅱ層は厚さ約

60cmの明黄褐色 の粘土質シル ト層で、旧畑耕作土である。Ⅲ層は厚さ約20～ 30cmの 灰黄褐色の粘土層で、本調査

における遺構検 出面である。Ⅳ層は厚さ約10cmの灰黄褐色の粘土層である。V層は厚さ約4Clcmの 黒褐色の粘土層で、

周辺調査においては縄文土器が出土している。Ⅵ層は厚さ約30cmのにぶい黄褐色の粘土層である。Ⅶ層は懐層であ

る。

0          2m          4m
I

調査区

建物範囲

壊 2)「  c撲 1

第31図 調査区配置図 第32図 調査区平面図
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調 査 区 西 壁

1lfよ(ミとこ三主言
:〆

二

11番部コ≡翌姜訳ギ
⊆ L慨 Dヾが

0                 2m

SA

SK2
層位 土  色 土  質 備  考

ЮYRψ 灰黄褐色 ンル ト質粘 土 鶏i性有り。しまり有り。女協色粘上をブロック状に含む。

屠位 土  色 ■ 質 備  考

10YR5狙 褐灰色 粘 土
粘 Hi有 り。しまりやや有 り。黄橙色ンル

ト質粘上をブロック状に含む。

第33図 調査区・遺構断面図

5.発見遺構と出土遺物

Ⅲ層上面で、柱列 1列、溝跡 (小溝状遺構群)5条 、土坑 2基、ピット3基が検出された。

1)柱列

SAl柱 列 【位置・重複】調査区南部で 4個の柱穴が検出された。柱列は調査区の西側にのびる可能性もある。な

お 4個の柱穴は東側からそれぞれEl、 E2、 E3、 E4と した。ElはSD 2溝跡に、E2は SD 3溝跡とSK l土坑にそ

れぞれ切 られてお り、E3はSD 4溝跡に切 られSK 2土坑を切っている。E4に関しては調査区西壁の断面において

確認 したのみである。【規模・配置・方向】規模は東西 3間、約700cm、 柱間寸法は220cm。 260cm。 220cmである。

方向はN-77° 一Wである。【柱穴・柱痕跡】El～E3に関しては、柱穴は掘 り方が60cm× 100cm程 の不整形であり、

深 さは23～46cmである。柱は抜き取 られている。E4に関しては、調査区西壁での確認であ り掘 り方の平面形は不

明であるが、上端幅約網 cm・ 下端幅約25cm・ 深さ約46cmで ある。約12cm幅 の柱痕跡が確認された。【堆積土】堆積

土は、黄橙色や黄褐色・黒褐色などの粘土を基調 としている。柱痕跡の下部に白色粘土や酸化鉄を含む柱穴も見 ら

れる。【出土遺物】Elの堆積土中から土師器片が 1点出土 している。

2)小 溝 1犬遺 構 群 (SDl～ 5)

調査区を南北方向に縦断するよう200～ %Ocm間 隔で検出された。検出面での幅は25～35cmで あり、深さは 5～

15cmである。SD 2溝跡はSA l柱穴列Elを、SD 3溝跡はSA l柱穴列E2を、SD 4溝跡はSA l柱穴列E3を、SD 5

溝跡はPlをそれぞれ切っている。出土遺物はない。

11

基本層序

屑位 i 色 土  質 備  考

I用 盛 土

Ⅱ層 10YRう2 灰☆褐色 粘土質 ンル ト
粘性やや有 り。 しま り無 し。

十日畑耕作土。下部は天地返 し。

Ⅲ層 10YR飩 明武褐色 ンル ト質粘土 粘tL有 り。 しまり有 り。

Ⅳ 層 ЮYR5/2 灰黄褐色 帖土 粘性有 り。 しまり有 り。

V層 10YR3/1 黒褐色 粘 土 粘性非常に有 り。 しまり非常に有 り。

Ⅵ 層 10YRうお にぶい黄褐色 粘 子 粘性有 り。 しまり有 り。

Ⅷ 層 礫 層

SAl E3
層位 主  色 土  箕 備  考

1 25Y32 Rtta 粘 土 粘性有り。しまり有り。酸化鉄を多見に含む。

SAl E4
層位 土 色 土  質 備  考

1 10YR5′3 にぶい黄掲色 粘 土
粘性有 り。しまりやや有 り。最下部に白

色粘土 酸化鉄集積。社痕跡。

2 10YR74 にぶい黄橙色 ンルト質粘土 lrL性右り。しまり有り。柱大畑り方.

SA

層位 土  色 土  質 備  考

10YR614 にぶい賛橙色 シルト質粘土 lHt性 有り。しまりやや有り。マシガン粒を少三含む。

2 10YR4 3 にぶい黄褐色 粘 土 粘1![有 り。しまり有り。黄褐色lur土 を少量含む。

OYR7お  にぶい黄椅色 粘 土 ll」 性布り。しまり有り。協灰色粘土をブロック1大に含む

層位 土  色 土  質 備  考

1 25Y拗  黒褐色 粘 土 粘|ヒ有り。しまり有り。酸化鉄を多壁に含む。

2 ЮYR砲 灰黄褐色 糀十宵ンル ト 粘llやや有り。しまり有り。黄協と粘土をブロック】大に含む̀
層 位 土  色 土  質 備  考

1 10YR34 暗褐色 粘土質ンル ト 粘性やや有 り。 しまり有 り.

2 10YR″ 4 にぶい黄精色 粘
′
lt有 り。 しま りや や 有 り。
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3)土坑

SKl土 坑 調査区のほぼ中央で検出された。SA l柱穴列E2を切っており、 1辺が約50cmの 隅丸方形を呈する。

深さは約20cmで 、断面形はおおむね扁平なU字形である。壁は緩やかに立ち上が り、底面はやや凹凸がある。堆積

土は 2層に分けられ、 1層は酸化鉄を多量に含んでいる。出土遺物はない。

SK2土 坑 調査区の中央西寄 りで検出された。SA l柱穴列E3に切 られているため、正確な規模は不明であるが、

直径約50cmの 円形を呈するものと思われる。深さは約16cmで 、断面形は不明である。堆積土は 1層である。出土遺

物はない。

4)ピ ット

Pl～ 3ま で検出した。平面形は円形を基調とするが、Plは不整形である。大きさは直径25～ 50cmで 、検出面か

らの深さは10～20cmである。柱痕跡を検出できたものはない。遺物は出土していない。

6.ま とめ

① 本調査区は、南小泉遺跡の北西部に位置する。

② 柱列 1列と小溝状遺構群、土坑 2基などの遺構が検出された。

③ 柱列および小溝状遺構群に関して、時期を決定できる資料はないが、周辺部での調査において古墳時代から

平安時代の建物跡や小溝状遺構群が検出されていることから、この年代の遺構と推定される。柱列に関しては

建物跡の一部となる可能性も考えられ、今後、周辺での調査の際に検討されていく必要があると思われる。

④ 2基の土坑は、建物の造り替えなど柱列に関わる遺構となる可能性も考えられる。
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Ⅶ 官沢道跡第137次発掘調査報告書

1.調 査 要 項

遺  跡  名

所  在  地

調 査 原 因

調査対象面積

調 査 面 積

調 査 期 間

調 査 主 体

調 査 担 当

担 当 職 員

Ⅶ 富沢遺跡第137次発掘調査報告書

富沢遺跡 (宮城県遺跡番号01鍋 9)

仙台市太白区泉崎一丁目3-4

個人住宅建築

99111

19,5111

平成18年 5月 8日

仙台市教育委員会

仙台市教育局生涯学習部文化財課

主査 工藤哲司  文化財教諭 藤田 雄介  早川 潤一

これを受

潰伽ヤ 純  川1 土 地 ‖t 代 jlr号
)堂 肋(Ъ 価  り∫ 立 地 イt

常沢遣働 包 rl地  水1閉ヽ 後背淑地 ‖4'件 、おと文、弥牛、古壇どi代 ～近‖I 17 ドノ内川i選跡 集氷 Vlt、 水 側「 「 然蛯防 甜1文 弥 11、 「覧托、古代 中‖〔

2 デイノロ選跡 引t rr鋤 ( F陵 和L文 、弥 引:、 古代 18 袋束迪跡 版布地 然1/t防 占墳、古代
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第34図 遺跡の位置と周辺の遺跡



けて平成18年 5月 8日 に本調査を実施した。建物予定地内に東西約 3m、 南北約6.5mの調査区を設定 し、重機によ

り約80～ 90cm掘 り下げ、調査区を東西約15m、 南北約 5mの範囲にして、調査区西壁ならびに東壁の土層の観察を

主とする調査を行った。今回の調査区は、古代の条里制に関係する坪境の畦畔が通つていることが推定されたので、

東西方向の坪境に相当する畦畔跡を確認することを主目的とした。

安全面に配慮して現地表下から約15m掘 り下げた 8層中で調査を終了した。

測量は、平面図は 1/50平板測量、断面図は 120実測とした。

3.遺跡の位置と環境

富沢遺跡は仙台市の南東部に位置し、仙台市太白区長町南・富沢 。泉崎等に所在する。遺跡は名取川と広瀬川に

狭まれた沖積地の西側にあり、北西部か ら西部にかけては丘陵に、他を自然堤防によって囲まれた後背湿地を中心

に立地している。遺跡の範囲は東西 2血 。南北 l lqnに および、登録面積は約90haで ある。一帯はかつて水田が大き

く広がっていたが、現在は区役所などの行政施設、大型商業施設のほか、大部分が住宅地になっている。盛土以前

の旧地形は北西から南東方向に緩やかに下がっている。現在の標高は 9～16mで ある。

これまで100次 を超す発掘調査が行われてお り、弥生時代から近世。現代までの水田跡が重層して検出されている。

また、弥生時代の水田跡のさらに下層から縄文時代や旧石器時代の遺構や遺物が発見されている地点もある。

今回の調査地点は、富沢遺跡のほぼ中心部にあたり、古代の条里制に関係する土地割の坪境畦畔の推定地点であ

る。昭和60年に調査を実施した第19次調査区の西側約20m、 平成14年に調査を実施した第125次調査区の西北西約20

mの地点にあり、標高は約128mである。

第35図  調査地点の位置

4.基本層序

区画整理事業の際の盛土が80～ 90cnあ り、その下に旧表上の水田耕作土 (I層 )がある。調査区で確認した基本

層は大別 8層・細別 9層 である。

I 層  オリーブ黒色粘土。層厚は 5～ 16cm。 土地区画整理前の現代の水田耕作土である。

‖ 層  オリーブ黒色シル ト質粘土。層厚は10～ 15cm。 砂を多く含む。酸化鉄をまば らに含む。特に層下部に多

い。近世以降の水田耕作土の可能性がある。13～ 14世紀の青磁片 1点が出土している。

III 層  灰色粘土。層厚は16～25cmである。砂を含む。炭化物粒を含む。平安時代以降の水田耕作土層と考えら

れる。

Ⅳ 層  黒色粘土。層厚は 3～ 16cmで ある。灰白色の火山灰のブロックおよびVa層 のブロックを含む。層底面

f4

66



Ⅶ 宮沢遺跡第137次発掘調査報告書
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第36図 条里型土地割の復元と調査地点

に凹凸がある。

黒褐色粘土。層厚は 2～22cm。 水田耕作土である。

黒色粘土。層厚は 2～22cmo Ⅵ層起源の黒色土およびⅦ層起源の暗灰黄色土のブロックをまば らに含む。

水田耕作土下部と考えられる。

黒色粘土。自然堆積層で層厚は 2～ 12cmで ある。

暗灰黄色粘土。層厚は20～ %cm。 黒色土の薄層および同色の砂層 (層 厚 3cm程度)を縞状に含む。

黒色粘土。層厚は 7～20cm。 植物遺体を含む。下部ほど暗灰黄色粘土を縞状に含む。
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断面観察の結果、現代の水田を含めて 5層 の水田層と畦畔跡を確認した。本調査区と第19次調査、第125次調査
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の基本層の対応は別表のように推定される。

1)水田層

① I層は層厚約 5～ 16cmで、盛土以前の耕作

土である。

② Ⅱ層は層厚約10～ 15cmで 、東壁北部から13

～14世紀ごろのものと思われる青磁片 1点が

出土した。この時期以降であると考えられる

が、これまでの調査成果との対応関係から、

近世以降の水田の可能性がある。

③ Ⅲ層は層厚約16～25cmで、下面に起伏が見

られ、平安時代以降の水田であると考えられ

る。

④ Ⅳ層は層厚約 3～ 16cmで 、「灰白色火山灰」

を含んだ地層であり、層底面は凹凸が激しく、

南側ではVa層 を巻き上げている。Ⅳ層は富沢

遺跡第125次調査の 6層 に対応するものと推定され、

ると考えられる。

市道
0                                     10m

第37図 調査区配置図と畦畔痕跡

「灰自色火山灰」が降下した10世紀初頭以降の水田跡であ

0                           2m

畦畔痕跡

基本層序 (西壁)

土  色 土  質 備  考

盛 土 山砂

I 75Y3/1  オリーブ黒色 粘 土 水田耕作土。

狙 lllY3れ   オリーブ黒色 ンル ト質粘土 砂を多 く含む。酸化鉄をまば らに含む。特に層下部に多い。水田耕作土 (青磁片出土 )。

10Y朝   灰色 粘 土 砂を含む。炭化物粒 を含む。水田耕作土。

Ⅳ 10YRI捌  黒色 粘 土 灰白色の火山灰のブロックおよび Va層 のブロックを含む。層底面に凹凸あり。水田耕作土。

Va 25Y凱   黒褐色 粘 土 水田耕作土。

Vb 25Y夕 1 黒 色 粘 土 Ⅵ層起源の黒色土およびⅦ層起源の暗灰黄色土のブロックをまだ らに含む。水田耕作上下部。

Ⅵ 10YR1 7れ  黒色 粘 止 自然堆積。

VI 25Y5ρ   R害 灰苦れ 粘 土 黒色上の薄層および同色の砂層 (層厚3cm程度)を 縞状に含む。

Ⅷ 25Y捌   黒色 粧 土 植物遺体 を含む。 下部ほど暗灰黄色粘土を縞状に含む。
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第137次 調査 第125次調査 第19次調査 推定時期 備考・特徴

I層 1層 la～ lb層 盛土以前

H層 2層 2a-2c層 近世以降 ? 137次調査 :13～ 14世紀ごろと思われる青磁片出土。

Ш層

3層 3a層
中世～近世

4層 3b層
5層 4～ 5a層

平安時代中棄～中世
125次調査 :灰 白色火山灰のブロックを含む。

Ⅳ層 6層
5b層

125次 調査 :灰 白色火山灰のブロックを含む。

Va層
Vb層

10世紀初頭以前

Ⅵ層 7層 6層

Ⅶ層 8層 7a層
9a層 7b層 弥生時代中期 19次 調査 :桝形囲式弥生土器出土。

9b層
8a層
9a層

10層 9d～ 9e層

Ⅶ 富沢遺跡第137次発掘調査報告書

(※   は、水田耕作土壌と考えられるもの)

表 富沢遺跡第 137次調査 と周辺の調査の上層対応表

⑤ V層 は上部 (Va層 )と下部 (Vb層 )に区分できる。Va層は層厚 2～ 22cm、 平均 8～ 10cmで 、僅かな起伏

がある。Vb層 はⅥ層を切る形で検出された。層厚 2～ 15cmで 、Ⅵ層及びⅦ層を母材としており、Ⅵ層起源の

黒色土ならびにⅦ層氾源の暗灰黄色土のブロックをまばらに含んでいる。V層 の水田耕作土の下部と考えられ

る。V層水田跡に伴う畦畔痕跡 (擬似畦畔B)力 断ゞ面で観察された。畦畔の北側は、Ⅵ層が残存せず、Ⅶ層の

上面を一部切つており耕作が深い。それに対して南側は部分的にⅥ層を切る形で検出され、耕作深度が南側よ

り浅い。Va・ Vb層は富沢遺跡第125次調査の6層 (平安時代中頃～中世)に対応する可能性が考えられるが、

本層には「灰白色火山灰」が含まれないことから、富沢遺跡第125次調査の6層 よりも古く、10世紀初頭以前

の水田層と考えられる。

③ 富沢遺跡第125次調査の 9層 に対応する水田跡は今回の調査では確認できなかった。

2)V層 水田畦畔跡

西壁南寄 りと東壁の中央部において、Va層直下でV層水田跡に伴う畦畔痕跡 (擬似畦畔B)が断面で観察され

た。標高は11.2～ 11.3mで、畦畔の方向はほぼN-90° ―Eで、東西方向に延びるものと考えられる。上端幅は約14Clcm

下端幅は約160cmを測 り、断面形は扁平な台形状を呈する。作土底面との比高差は 8～ 12cmで ある。畦畔の規模か

ら推定すると、坪境の畦畔である可能性が高い。

6.ま とめ

① 今回の調査は富沢遺跡の中央部、第19次調査の西約20m、 第125次調査の西北西約20mの地点で実施した。

② 本調査地点は旧水田から約15mの深さまでの地層を大別 8層、細別9層 に分けることができた。

③ 断面観察からは、現代の水田耕作土層である I層 を除き、Ⅱ層、Ⅲ層、Ⅳ層、Va層・Vb層が水田耕作土

層と考えられる。

④ 水田の年代は、Ⅱ層は近世以降、Ⅲ層は平安時代以降～中世、Ⅳ層は平安時代中期以降、Va層 。Vb層は

10世紀初頭以前に属するものと考えられる。出土遺物がわずかであるため、詳細な年代は不明である。

⑤ 調査前に推定されていた古代条里型地割に伴う坪境の畦畔跡がV層で検出された。幅は約160cmで 、ほぼ東

西方向に延びている。富沢遺跡第35次調査で復元された条里型土地割による坪境の畦畔 (NSO)が、本地区

まで伸びていることが明らかになった。
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Ⅶ 富沢遺跡第137次発掘調査報告書

1 調査区遺構検出状況 (北から)

2 調査区西壁断面 (北東から)

3 基本層序

図版26 遺構検出状況・土層断面



調査区西壁断面

南書呂 (東 から)

調査区西壁断面

中央 (束から)

調査区西壁断面

Hヒ 吉[(東から)

V層水田跡畦畔痕跡

図版27 西壁断面



Ⅷ 宮沢遺跡第139次発掘調査報告書

Ⅷ 富沢遺跡第139次発掘調査報告書

1 調査要項

遺  跡  名  富沢遺跡 (宮城県遺跡番号01369)

調 査 地 点  仙台市太白区長町 5丁 目85-8

調 査 期 間  平成18年 11月 13日 ～11月 29日

調査対象面積  222� (敷地面積 291111)

調 査 面 積  M∬ (盛土除去面積66� )

調 査 原 因  店舗付き共同住宅建築

調 査 主 体  仙台市教育委員会

調 査 担 当  仙台市教育局生涯学習部文化財課調査係

担 当 職 員  主査 工藤哲司  文化財教諭 早川潤―・藤田雄介

2 調査に至る経過と調査方法

本調査は、平成18年 9月 12日 付けで、申請者佐々勝利氏・佐々久子氏から当該地における杭打ちを伴う共同住宅

建築に関しての埋蔵文化財の取扱いの協議書が提出されたことに起因する。協議の結果、当該地周辺部の調査で、

弥生時代から古墳時代・古代 。中世 。近世の水田跡や、中世以降の建物跡等が検出されていることから、事業者の

負担において本調査を実施することで協議が成立した。協議に基づき、平成18年 9月 19日 には文化財保護法第93条

第 1項の規定により埋蔵文化財発掘の届出が提出された。平成18年 10月 26日 に申請者と仙台市の間で発掘調査委託

契約を締結し、11月 13日 から実動12日 間の予定で調査を開始 した。

調査は、建築予定地に1lm× 6mの調査区を設定し、敷地が狭いために表土は場外に搬出した。盛土除去後、調

査区を 9m× 4mに縮小して調査を行った。調査区の西部については土層観察とその記録の後、掘削土砂の置き場

とした。調査区の東部は、周辺の調査成果か ら水田跡が存在すると考えられる層は平面的に調査 し、それ以下の層

は一部を掘下げて土層観察・記録を行った。

3 遺跡の位置と環境

富沢遺跡の立地と環境は、Ⅷ 富沢遺跡第137次発掘調査報告を参照されたい。今回の調査地点は、富沢遺跡の北

東部にあたり、富沢遺跡の北側に形成された自然堤防の縁辺に近い後背湿地に位置する。

第39図  調査地点の位置



SD2   B

Ⅲ層 (SDl・ 2・ 3)・ Ⅳ層 (SD4)

0               3m

第41図 検出遺構実測図

4 基本層序

盛 土  残土による盛土層。調査区西部では層厚約30cm、 東部では1.2mあ る。東部と西部の高低差がなくなるよ

la層

ib層

Ic層

Ha層

Hb層

Hc層

‖d層

‖e層

Ii f層

III a層

うに盛土したとみられる。

5Y4/1灰色の砂質シル ト層。層厚約20cm。 盛土前の水田の耕作土。

10YR 4/3に ぶい黄褐色の砂質シル ト層。層厚10～30cm。 西か ら東に下がって傾斜する。盛土前の畑の

耕作土。

5Y4/4褐色の砂質シル ト層。層厚20～ 30cm。 にぶい黄褐色土のブロックを多く含む。西から東に下がっ

て傾斜する。畑の耕作土の下部層。

10YR 4/6褐 色のシル ト質砂層。暗赤褐色砂・褐色砂縞状および斑状に含む。層厚30cm前後。

10YR 5/3に ぶい黄褐色のシル ト質粘土層。粗砂をまば らに含む。層厚約20～ 25cm。 溝状に堆積。

10YR 5/3に ぶい黄褐色のシル ト質粘土層。明黄褐色の砂を縞状に含む。層厚約30cm。 清状に堆積。

10YR 5/4に ぶい黄褐色のシル ト層。砂及び酸化鉄を縞状に含む。層厚約30cm。

10YR 4/4褐色の粘土質シル ト層。黒褐色砂を多く含む。酸化鉄を多く含む。層厚10～ 15cm。

10YR 5/3に ぶい黄褐色の粘土層。酸化鉄を粒状に含む。層厚15～20cm。

Ⅱa～ Ⅱe層は急激な氾濫による堆積物と観察される。

10YR 3/3暗褐色の粘土層。灰黄褐色粘土を霜降状に含む。層厚約10cm。 調査区の南部に分布。
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Ⅲ b層

Ⅳ 層

V 層

Ⅵ 層

V‖ 層

Ⅵ‖ 層

Ⅸ 層

Xa層

Ⅷ 富沢遺跡第139次発掘調査報告書

10YR 4/2灰 黄褐色の粘土層。暗褐色土を少量含む。層厚10～ 30cm。 耕作土。上面で遺構を検出。

10YR 5/3に ぶい黄褐色の粘土層。酸化鉄の薄層を縞状に含む。層厚20～網 cm。 自然堆積層と観察される。

10YR 4/1褐灰色の粘土層。灰黄色粘土と黒色粘土を縞状に含む。層厚約 10cm。 ほぼ均―に堆積。自然

堆積層と観察される。

10YR 4/1褐 灰色の粘土層。均―にこなれた土壌で酸化鉄を含む。層厚約 5cm。 水田耕作土と観察される。

10YR 5/1褐灰色の粘土層。均―にこなれた土壌で層底面に凹凸がある。層厚は 5cm前後。水田耕作土

と観察される。

7.5YR 5/1灰色の粘土層。褐灰色粘土と黒色粘土の薄い層を縞状に含む。層厚約 5～ 10cm。 自然堆積層

と観察される。

10YR 4/1褐灰色の粘土層。均―にこなれた土壌で層の底面に凹凸がある。層厚約 5～ 10cm。 水田耕作

土と観察される。

10YR 5/3に ぶい黄褐色の粘土層。褐灰色粘土を縞状に含む。酸化鉄を多 く含む。層厚約10cm。 自然堆

積層と観察される。調査区南部に分布。

Xb層  10YR 4/2灰 黄褐色の粘土層。黒褐色土を縞状に含む。層厚15～25cm。 自然堆積層と観察される。

XI～ XⅥ層 断面観察のみの調査で、平面的な調査は行っていないが、いずれも自然堆積層と観察された。各土

層の特徴は第42図の観察表のとおりである。

5 発見遺構と出土遺物

1)H層出土遺物

Ⅱ層堆積土中からは、18世紀代のものと考えられる肥前産の染付け碗の破片 1点 (第得図 2)と 、器種不明の土

師質土器 1点 (第4図 1)が出土 している。土師質土器は、口縁部が内傾し、後円部の周囲に連続する三角形の透

かしがあり、三角形の上下は交互に換わる。五徳のような用途が考えられる。 この土師質土器に類似する器形の土

器は、仙台城二の丸跡の幕末か ら明治初頭 とされる地層から出土 している (東北大学埋蔵文化財調査年報 9:1鋸 8)。

仙台城二の丸跡のものは、口縁部が内傾し、胴部に円形と逆三角形の透かしが交互にあけられている。

遺物の年代か ら、Ⅱ層は近世か ら近代にかけての時期に、洪水のような急激な堆積作用によって形成されたもの

と推定される。

2)||1層検出の遺構

SDl。 2。 3溝跡は、Ⅳ層面を検出した際に、遺構の輪郭が検出された。壁面の土層観察の結果、 SD3溝 跡

がⅢ層上面まで立ち上がることが明 らかになったので、Ⅲ層検出遺構とした。また、 SDl。 2溝跡は、SD3溝

跡を切 り、基本層Ⅱ層に覆われていることからⅢ層の遺構とした。

SDl溝 跡 調査区の北東角付近で、東西方向にのびる溝の南側岸部が検出された。 SD2・ 3。 4溝跡を切って

いる。方向は南側壁面でN-88° ―Wである。調査区内で底面は出ていない。検出部分の最大幅は100cm。 深さは95cm

である。断面形は逆台形ないしV字上を呈すると推定される。調査部分で堆積土は 7層 に分けられた。 SD2・ 3

溝跡と異なり、シマリが弱いことか らⅡ層より古いが SD2・ 3溝跡よりは新 しい遺構と考えられる。いずれも自

然堆積の状況を呈している。出土遺物はない。

SD2溝 跡 調査区の中央で検出された。南北方向にのびる。 SDl溝 跡に切 られ、 SD3溝 跡の東側岸を切って

いる。方向は南側壁面でN-2° ―Wである。規模は、幅38～ 51cm。 底面幅17～23cm・ 深さ12cmを測る。断面形は

浅い舟底形を呈する。堆積土はⅢ b層 に類似する灰黄褐色シル ト質粘± 1層である。出土遺物はない。
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層No 土  色 上  性 備  考

Fa 5 YVl 灰色 砂質 シル ト 炭化物粒を多くに含む。  水田耕作土

[b ЮYR4る にぶい黄褐色 砂質 シル ト 炭化物粒を多くに含む。   畑耕作土

Ic 10YR4r4褐色 砂質 シル ト にぶい黄褐色十のブロックを多く含む。 耕作土

ЮYR稿 褐色 ンル ト質砂 贈亦樹色,褐色砂を縞llkに 及び班求に含む。 自然lll積

Ⅱ b 10YR5お にぶい黄4B色 ンル ト質粘士 粗けをまばらに含む。駿十ヒ鉄を斑代に含む。 白
Vl14積

H 10YR5お にぶい詩褐色 シル ト質粘十 明黄褐色の砂を縞状に含む。 自然堆積

10YR54に ぶい黄橙色 シルト 砂及び酸化鉄を縞状に含む。 自然堆権

Ⅱ 10YR4μ 褐色 粘土質シル ト 黒褐色砂 酸化鉄を多く含む。 自然堆積

Ⅱ f 10YR5/3にぶい黄褐色 粘 土 酸化鉄を粒状に少量含む。  自然堆躾

SD1 1 10YR3/2褐色 粘土質シル ト 黒褐色土を多く含む。にぶい黄褐色砂を含む

2 10VR3お にぶい犬褐色 ンル ト質粘土 黒 itJ色 土を粒状にを含む。

3 10YR42灰 黄褐色 粘 土 黒褐色土を粒1大 に少塁含む。酸化鉄を多く含む

10YR3つ 黒褐色 粘 土 層下部に黒 itl色粘土を縞状に含む。

5 ЮYR4洵 褐灰色 帖土 灰黄褐色粘七を縮状に含む。酸化鉄を少量含む。

6 10YR弔 にボい黄褐色 粘 土 褐灰色粘土を層下部に斑状に含む。

ЮYR22黒褐色 粘 土 褐灰色粘上の薄層を縞状に含む。

SD2■ 10YR柁 灰黄褐色 シル ト質粘土 暗褐色土のプロックをまば らに含む。

SD3■ 10YR3彦 黒褐色 粘 土 黄褐色土を部分的に霜降状に含む。

2 10YR4 9灰黄褐色 粘 土 酸化鉄・マンガ シ粒を含む。

3 10YR5Bに ぶい読褐色 粘 土 層の上下ににぶい黄橙色上を黒降状に含む。

10VR5彦 灰黄褐色 粘 土 酸化鉄を霜降状に含む。

10YR5/3にぶい黄褐色 粘 土 黄橙色上を縞状に含む。

10YRV2灰 黄褐色 粘 土 酸化鉄を管状に含む。上面から土師器出土。

l―

B

1020評  SD4

層No 土  色 土 性 備  考

SD4 1 10YR5る にぶい黄褐色 格 土 東帯は上層の影響によリグライ化している。

10YR3お 暗褐色 粘 土 灰黄欄色粘土を霜降状に含む。 自然堆積

Ⅲ b 10YR4彦 灰黄褐色 粘土 暗褐色土粒を少・E含む。    耕作土

10YR4Bに ぶい黄褐色 糀 土 lg下 部に砂の薄層を含む。

Ⅳ ЮYR5/3にぶい黄褐色 lB土 酸化鉄の薄虐を縞状に含む。 自然堆杞

ЮYR4/1褐灰色 粘 土 灰黄lgl色 粘土と黒色粘土を縞状に含む。 自然堆繍

Ⅵ ЮYR4/1褐 灰色 粘 土 酸化鉄を環状に含む。     耕作土

ЮYR5/1f4灰 色 粘 上 層康面に凹凸がある。炭化物粒をわずか1こ台む。 耕作子
VI 7 5YR5狙 灰色 粘 土 褐灰色粘土と黒色粘上の薄暦を縞状に含む。 自然lll積

区 ЮYR■ 1褐灰色 粘 土 層底面に凹凸がある。     耕作土

ЮYR5ち にぶい黄褐色 帖 土 lgl灰 色括上を縮演に含む。酸|ヒ鉄を多く含む。 自然jL紺

10YRV2 1gJ灰 色 粘 上 黒褐色粘上を縞状に含む。酸十ヒ鉄を多くD‐む。 自然堆楢

� ЮYR5る 黄褐色 砂 灰白色粘土と景iFl色 粘上の薄層を縞状に含む。 自然堆績

〕延 10YR5狙 褐灰色 粘 土 黒協低シルトを縞状に含む。陵十ヒ鉄を多く含む。 自然堆積

X

10YRグ 1黒 色

ЮYR5お にぶい黄褐色

ЮYR22黒 褐色

粘土質シル ト

粘土質シル ト

粘土質シル ト

3色 の上が互層状に堆横    自然堆棲

10YR5/1褐 灰色 シフレト 自然堆結

〕Ⅳ 10YR3つ 黒褐色 シルト質粘土 灰黄褐色上を縮状に含む。駿化鉄を3む。自然堆lll

メ31 10YR5/1褐 灰色 4Hr土箕シルト 黒褐色ンル トをまば らに含む。 自然堆椙

B 10YR網 にぶい黄褐色 ル ト質粘土

Ｊ

ト

第42図 調査区・遺構断面図

SD3溝 跡 調査 EXIの 中央で検出され、南北方向にのびる。 SDl・ 2溝跡に切 られている。方向は南側壁面でN

-5° ―Wである。規模は、検出部分の最大幅270cm・ 底面幅60～ 132cm。 深さ最深で72cmを 測る。断面形は舟底形

を呈する。調査部分で堆積土は大別 4層・細別 6に分けられた。いずれも自然堆積の状況を呈し、土質・土色は基

本層Ⅲ b層 に類似 している。 4a層下部ないし4c層上面付近か ら土師器片が多数出土した。出土土師器には鉢 1

点 (第43図 3)、 高ITh脚部片 2点 (4・ 5)、 台付甕の底部から脚部の破片 1点 (6)がある。高郭の脚部は中空で、

脚部中央に張 りがあり、外面は丁寧にヘラミガキ調整されてお り、器形や調整の特徴から南小泉式期にあたるもの

と考えられる。他の器種も高年と共伴しても大きな矛盾はないと考えられる。したがって、この溝の年代について

は古墳時代中期頃と推定される。

76



Ⅷ 宮沢遺跡第139次 発掘調査報告書

｀
  6

10cm

第43図 出土遺物

3)||lb層 :耕作土層

基本層Ⅲ b層は、暗褐色土粒を少量含むが、良く攪拌された土壌で、層厚は10～30cmあ る。層の底面に大小の凹

凸が観察される。耕作土となっていた可能性があるが、関連する遺構は不明である。層厚が厚いことか ら、畑の耕

作土の可能性が高い。出土遺物はないが、 SD3溝 跡との関係から古墳時代中期またはそれ以前でもこれに近い時

期と推定される。

4)Ⅳ層検出遺構

SD4溝 跡 調査区の東部で検出された。南北方向にのび、北部は SDl溝 跡に切 られる。南側は逆 Y字状に分か

れている。方向は東側でN-7° 一Eである。規模は、北部で幅50～ 75cm・ 底面幅20～ 50cm・ 深さ25cmを測る。断

面形は逆台形を呈する。堆積土はⅢb層 に類似するにぶい黄褐色粘± 1層である。出土遺物はない。

5)Ⅵ層 :水田土壌

Ⅵ層は、褐灰色の粘土層で層厚は約 5cmである。上下層が薄い縞状を呈するのに対し、良く攪拌された均質な土

壌である。V層 を薄 く削って畦畔の検出に努めたが、検出はできなかった。また、Ⅵ層を除去する際にも畦畔の痕

跡は検出されなかった。遺物は出上していない。

6)ⅥI層 :水田土壌

Ⅷ層は、褐灰色の粘土層で層厚は5cm前後である。攪拌された土壌であるが十分に均質にはなっておらずⅧ層を

母材とする土壌のブロックを含む。層の底面に細かな凹凸があることか ら水田土壌と観察される。畦畔の痕跡は検

ミ畔ヾ

中

号

図

番

録

号

登

番

出 土 地 点 分    類 法 量 特  徴     備  考
写真図版

基本層 遺構名 遺構層 取上 lb 種別 器 種 器高・長 口径・幅 体部tk・ 厚 底径・重 (調 堪・ 竜景・素材・樹種・木取 産地・ 時期 )

1 Jl Ⅱ層 瓦質陶器 五徳 ? (35) (170Ⅲ 三角形の通気子しあ り

2 J〕 Ⅱ層 磁 器 腕 (33) (90) 染付 外面 :草花文            肥前  18c代 36-2

3 C-1 SD3 I層 oヾl 非ロクロ土師碁 一堕 外面 :ヘ ラミガキ 内面 :口縁ヘラミガキ 体部不明

I娼 非ロクロ土師器 高ITN (105) 外面 :ヘ ラミガキ 内面 !ヘ ラケズ リ 36-5

5 C‐ 2 SD3 1層 非ロクロ土師器 高lTN (92) 外面 :ヘ ラミガキ 内面 :ナデ、ヘラミガキ?

6 I層 非ロクロ土師器 台付疑 内外 面 と も磨減 36-4

，
‘



出されなかった。遺物は出土していない。

今回の調査では、Ⅵ層とⅦ層を土壌の攪拌状況によって分割したが、同一水田耕作土の上下である可能性もある。

7)Ⅸ層水田跡

Ⅸ層は、褐灰色の粘土層で層厚は 5～ 15cmで ある。良く攪拌された均質な土壌で、層の底面に細かな凹凸がある。

Ⅸ層を薄く削る過程で、X層 の盛 り上がり (掘 り残し)を畦畔痕跡 (擬似畦畔 B)と して検出した。畦畔の壁面は

著 しい出入 りがあるが、およその方向はN-38° 一Eである。畦畔痕跡の規模は、上面幅100～ 120cm、 基底部幅120

～150cm、 高さは 1～ 5cmを 測る。Xa層・Xb層はⅨ層水田の母材 となっている。畦畔の規模から判断すると、

大畦に相当すると考えられる。

6 まとめ

① 本地区は、近世から近代にかけて洪水のような現象により、厚く土砂が堆積したことが明らかになった。

② Ⅲb層 の上面で溝跡 3条、Ⅳ層で清跡 1条が検出され、Ⅲ層検出のSD 3溝跡からは古墳時代中期の土師器が

出土した。

③ Ⅲb層 は、古墳時代中期頃の畑の耕作土層の可能性が考えられる。

④ Ⅵ層・Ⅶ層・Ⅸ層は水田耕作土壌と推定され、Ⅸ層では畦畔の痕跡と考えられるX層 の高まりが検出された。

⑤ 周辺の調査区との上層の対比は、本調査区が後背湿地から自然堤防へ移行する場所に当たっているために明

確ではないが、南側に隣接する第15次調査の成果と比較すると次のとおりに推定される。

第15次調査                    第139次調査

V区 7a層 (古墳時代中期 :南小泉式)       Ⅲb層 (古墳時代中期 :南小泉式頃)

7c層 (弥生時代後期 :天王山式)          (対 応層無し :Ⅳ層の一部 ?)

9a層 (弥生時代中期後半 :十二塚式)    Ⅵ・Ⅶ層

1l a層 (弥生時代中期中頃 :桝形囲式)     Ⅸ層

13b層 (弥生時代中期中頃 :桝形囲式以前)      (対 応層無し :� 層の一部 ?)

<参考文献>

仙台市教育委員会 (1987):「 富沢」仙台市文化財調査報告書第98集

仙台市教育委員会 (1989):「 富沢・泉崎浦・山口遺跡」仙台市文化財調査報告書第128集

78



Ⅷ 宮沢遺跡第139次発掘調査報告書

1 調査区全景 (西から)

基本層序

:南壁中央 (北から)

図版28 調査区と基本層序
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Ⅳ層上面検出状況

(西から)

1号溝跡完掘と4号溝跡検出状況

(南西から)

2・ 3号溝跡完掘状況

(南西から)

80

図版29 4層上面と検出遺構
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2・ 3号溝跡断面

(南から)

3号溝跡出土土師器 (C-1)
(南から)

3 4号溝跡断面

(南から)

81

図版30 2・ 3・ 4溝跡断面と遺物出土状況
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蓬
1舞t

4号溝跡完掘状況

ぐ打から)

Ⅳ層上面完掘状況

(南西から)

Ⅵ層上面検出状況

(南から)
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図版31 Ⅳ層完掘状況とⅥ層の状況
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ⅥI層上面検出状況

ぐ補から)

Ⅸ層上面検出状況

(南から)

Ⅸ層水田跡畦畔痕跡検出状況

(西から)

図版32 V‖層上面とⅨ層水田跡の検出状況
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Ⅸ層水田跡畦畔痕跡

(西から)

2 Ⅸ層水田跡畦畔痕跡

(南から)

3 調査区北壁東部 (南から)

図版33 Ⅸ層水田跡畦畔痕跡と調査区断面
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Ⅷ 富沢遺跡第139次発掘調査報告書

ユid露撥西巌オ
‐プi手 身ヾ ≡≡一， 一

ー

嚢

幻

1 調査区北壁東部 (南から)

2 調査区南壁断面 (北西から)

図版34 調査区土層断面 1

Ｏ
ｏ



1 調査区南壁東部土層断面 (北から)

醇 虻 ゝ r

襲

・・●●―    1 11  
イ:    i     ilf

2 調査区南壁中央部上層断面 (北から)

図版35 調査区土層断面 2
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(第43図 1)

(第43図 3)

(第43図 4)
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6

(第43図 2)

(第43図 6)

(第43図 5)

J-1
C-4
C-2

図版36 富沢遺跡第139次調査出土遺物

Ｏ
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Ⅸ 田母神屋敷跡発掘調査報告書

1.調査要項

遺  跡  名

所  在  地

調 査 原 因

調査対象面積

調 査 面 積

調 査 期 間

調 査 主 体

調 査 担 当

担 当 職 員

Ⅸ 田母神屋敷跡発掘調査報告書

田母神屋敷跡 (宮城県遺跡番号01231)

仙台市宮城野区蒲生字鍋沼41番、C番

鉄筋コンクリー ト造平屋建て集会施設建築及び外構工事

20∬

192■百

確認調査 :平成18年 5月 29日

本 調 査 :平成18年 7月 斃 日～平成18年 7月 27日

仙台市教育委員会

仙台市教育局生涯学習部文化財課

主査 工藤哲司  文化財教諭 早川潤一  藤田雄介

2.調査に至る経緯と調査方法

平成18年 2月 18日 付けで、仙台市建設局下水道部施設建設課より上記地内における集会施設建築工事に伴う協議

書が提出された。これを受けて平成18年 5月 29日 に、施設予定地内に 2ヶ所の トレンチを設定して確認調査を行っ

た。その結果、 1区で溝跡と土坑、 2区で溝跡と見 られる遺構を確認したため、 7月 妥 日から本調査を実施するこ

ととなった。

本調査は確認調査の 1区 と 2区の間に東西約15m× 南北約20mの調査区を設定した。湧水が著 しいため、調査区

の周囲と壁際に排水溝を作 り、排水を行いながら調査を行った。このため、調査区は確認調査の 1区 と一部重複 し

た形で、全体的に建物予定地の東側を中心とする東西約12m× 南北約16mと なった。重機により盛土及び耕作土層

を除去 し、現地表下約25cmの Ⅱ層上面で人力による遺構検出作業と遺構の掘 り込みを行った。

測量は、平面図は 1あ0平板測量、個別遺構は 120実測、断面図は 120実測とした。

3.遺跡の位置と環境

田母神屋敷囲は仙台市の北東部に位置 し、仙台市宮城野区蒲生字岡田に所在する。 」R仙台駅から東へ約9.21qlt、

」R仙石線陸前高砂駅の南東約2.8kmに 位置する。仙台平野の北部、七北田川下流低地部の右岸 (南岸)に広がる自

然堤防を中心に立地し、標高は 2m前後である。遺跡の規模は最も広い部分で東西約300m、 南北約250mあ り、面

積は約6.8haである。

岡田地区は、近年宅地の造成も見 られるようになってきているが、大部分の地域は米や野菜類を栽培する古 くか

らの田園地帯が広がる。

紫桃正隆氏の『史料 仙台領内古城・館 第四巻』によれば、本遺跡は江戸初期に小太刀の師範として伊達家に

仕え450石を拝領 した田母神氏が居住 したと言われる屋敷跡である。周囲を水濠と土塁に囲まれた南北約250m、 東

西約120mに及ぶ平城形式の屋敷で、田母神屋敷の中心は専能寺墓地の北側、かつて七北田川に架かっていた旧高砂

橋へ向かう街道の西側にあったとされる。

周辺に位置する遺跡として、古代から中世にかけては、平安時代中頃以降の水田跡・畑跡・屋敷跡からなる中野

高柳遺跡のほか、牛小舎遺跡、竹ノ内遺跡、西原遺跡、福田町遺跡、鶴巻 I遺跡、鶴巻 Ⅱ遺跡、小原遺跡などが点

０
∪



在している。また、近世以降の遺跡としては、藩政時代から明治初期にかけて開削され、塩竃市から岩沼市に至る

全長30kna余 りの運河である貞山堀、伊達家の着座の格式を有した和田氏が蒲生在所として家中屋敷を構え、蒲生地

区における新田開発の拠点だった和田織部屋敷跡などが分布している。

田母神屋敷跡ではこれまでに数度の確認調査が実施されてお り、当該地から東に約50m離れた地点では南東方向

から北西方向に延びる溝跡 1条が検出されている。

郵 みやぎ

いぎθ 7ェ リー発審所

||

ⅢⅢキ `+れ＼ 田嗽か摩 H 彎
`

番 掲 澄跡 7j 締   別 立  地 時   代 番号 遺跡名 種   別 立  地 I寺   イt

1 日]母 神尾敷跡 屋敷跡 自然堤防 近 世 竹 ノ内造跡 柴落・散布地 浜 堤 平安 。近世

2 貞山lh 堀跡・運河 浜 堤 近 性 7 中%高 柳遺跡 集落・屋敷跡・水離 自然堤防 平安 中世 所世

3 西原遺跡 散 布地 自然堤防 奈良・平安 8 価 B4側 ]遺 跡 散布地 自然堤防 平安

和DB織部館跡 屋敷跡 浜 堤 近 世 9 鶴巻 【遺跡 散布地 自然堤防 平安

5 牛小合漆簡 散 布封| 自然堤防 奈良・平安 小原遺跡 散布地 自然1/H防 平安

第44図 遺跡の位置と周辺の遺跡
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第45図 調査地点の位置

〕              30m

敷地範囲

第46図 調査区配置図

91



4.基本層序
調査区の周囲と壁際に排水溝を作 り、排水ポンプを使

用して調査区内および周辺の排水を行いながら調査を実

施したが、調査区全域からの湧水があり、調査区内の壁

面全体の断面調査を行うことができず、やむを得ず部分

的な断面調査となった。西壁南部で確認した結果は以下

の通 りである。

1層  黒褐色シル ト質粘土。層厚は約25cm。 砂を含む。

水田耕作土。

‖層  黄褐色砂。層厚は約 5～ 10cm。 上面の標高は0.8

m。

5。 発見遺構と出土遺物

1)溝跡

SDl溝 跡 【位置。重複】調査区中央やや東寄 りで検出

された。溝は調査区中央部付近で途切れてお り、南側は

低地形の堆積土に切 られている。【方向・幅】全体の方向

はほぼ南北方向である。検出部分の溝の長さは北半部で

約 3m、 南半部で約5.5m、 幅は検出面で約50～ 90cm、 底

面で約10～30cmで ある。【深さ 。断面形】検出面か らの

深さは約15～ 25cmで ある。断面形は舟底形を呈する。【堆

積土・出土遺物】堆積土は本リーブ褐色砂のブロックと、

はない。

0            5m

第47図 遺構配置図

植物遺体を含む黒褐色砂からなる 1層である。出土遺物

2)土坑

SKl土 坑 【位置 。重複】調査区北東部で土坑の一部が検出された。東側は調査区外に延びる。【平面形 。大きさ】

平面形は隅丸方形を呈すると考えられ、検出部分では東西 3m、 南北12mを測る。【深さ。断面形】深さは14～32cm

で、断面形は逆台形である。【堆積土・出土遺物】堆積土は 2層 に分けられる。 1層は黒褐色砂で、 2層 は黒褐色砂

質粘土である。遺物は 1層から磁器 3点、陶器片 1点、木製品片 2点が出土した。このうち図化できたのは、磁器

(」 -1)、 陶器片 (I-1)、 木製品片 (L-1～ 2)の計 4点である。 J-1は ほぼ完形の状態で出土 した。18世

紀前半から中頃と考えられる肥前産の染付皿で、二重圏線で囲まれた見込の中央部に印判五弁花文があり、内側面

には草花文が描かれている。外面の腰部、高台、高台内部に圏線が入つてお り、外面体部には土披、雲、もしくは

雁が描かれているようにも見えるが、何の文様なのかは不明である。このほかの磁器には、18世紀代の肥前産の染

付碗と見 られる小片 (図版網 -2)と 、17～ 18世紀頃と見 られる肥前産の青磁皿の小片 (図版4Cl-3)がある。 I

-1は美濃産の腰錆碗の一部で、日縁部に灰釉、体部に鉄釉がかけられている。時期は18世紀前半のものと考えら

れる。L-1は 漆器椀で、内面に朱漆、外面に黒漆が塗 られ、外面体部には二重輪に菱花菱または丸に菱花菱と見

られる家紋 らしき文様が施されている。L-2は 柾目の板材で、湾曲が見 られる。凸面の狭端側と中央部がくばん

でおり、籠の跡と思われる。このことか ら桶の側板の一部と見 られる。
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基本層断面略図 (西壁南部)

A
10m引

B
10m引

C
10m引 降 10mギ

SDl溝跡

層位 土 色 土 質 備  考

1層 25V3れ  黒褐色 砂
25Y,3 オ リーブ褐色砂 をブ ロック状

に含む。植物遺体を含む。
低地部

層位 土  色 土  質 備  考

1層 25Y〃 1 黒色 砂 黒褐色土及び黄灰色砂を斑状に多く含む。

2屑 2 Y3/1 黒褐 徹 砂 植物潰体を多量に含む。

第48図 遺構断面図

SK2土坑 【位置 。重複】調査区中央北西部で土坑の一部が検出された。北側は調査区外に延びる。【平面形 。大

きさ】平面形は隅丸方形と推定され、検出部分では東西約130cm、 南北約50cmを 測る。【深さ。断面形】深さは15～

30cmで、断面形は逆台形である。【堆積土・出土遺物】堆積土は黒褐色の粘土を斑状に含む黒褐色の砂である。遺

物は出土していない。

3)低地形

【位置。重複】調査区の南端から確認調査の2区にかけて延びる地形の下がりが検出された。北側でSDl溝跡を

切つている。【方向・幅】方向はほぼ東西方向であり、北側は調査区外に延びている。(深 さ】掘り下げは行ってい

ないが、建物予定地の南辺部分におけるボー リングの結果か ら深さは lm以上あると推定される。【堆積土・出土遺

物】断面観察を行つた西壁では、上部の堆積土が 2層 に分けられる。 1層は黒褐色土及び黄灰色砂を斑状に多 く含

む黒色砂、 2層は植物遺体を多 く含む黒褐色砂である。旧河道の可能性が考えられる。

6。 まとめ

① 今回の調査は遺隊の北西部で実施した。

② 今回の調査では溝跡 1条、土坑 2基、旧河道と思われる落ち込みを確認した。

③ SKl土 坑は出土遺物から18世紀より新しい時期の遺構と考えられる。

④ SDl溝 跡、SK2土坑については出土遺物はなく、時期や性格など詳細は不明である。

⑤ 本調査区周辺では、近世ないしそれ以降に属する可能性のある遺構が存在することが明らかになったが、田

母神屋敷跡と直接関係のある遺構かどうかは、今後の調査成果にかかる課題である。

低地部

基本層序 (調査区西壁南部 断面略図)

層位 土  色 土  質 備  考

I 10YR3A 黒褐色 ンル ト質粘土 砂を含む。

25Yう B 背 楊 角 砂

SKl土 坑

層位 土  色 土  質 備  考

I層 25Y3n 黒褐角 砂 植物遺体を含む。木製品 陶秘器出土。

2層 25Y3れ  黒褐色 砂質粘土 植物遺体を含む。

SK2土 坑

層位 土  色 土 質 備  考

1眉 10YR3′ 1 黒褐色 砂 同色の粘土を斑状に含む。
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―宮城県仙台港背後地土地区画整理事業関連調査報告書Ⅳ―
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劇
…

4

0                          10cm

図中

番号

録

号

登

番

出 土 地 点 分   類 法 量 特  徴   ・  備  考
写真図版

基本層 遺構名 適構層 取上lN6 種 別 器種 器高・長 口径・幅 体郡径・厚 底径・車 (調整・重量 素材 樹種 木取 産地・時期 )

1 テー1 1層 磁 器 皿 31 13( 84
染付。外面に文様あ り。内面 :革 花文。見込 :印 判五弁花文。

肥前産。 18c前 半～中頃

2 1 SK 1屑 陶 器 碗 口縁 :灰釉 体部 :鉄釉 (腰錆)美 濃産  18c後半

3 1 1層 木製品 椀 5 外面 :黒色漆。 三方に文様あ り。荊面 :夫漆。 40-5

-2 1層 木製品 桶 側 板 85 11 べIFRり :柾 目。

第49図  出土遺物
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Ⅸ 田母和

“

屋敷跡発掘調査報告普

1 遺構検出状況 (南から)

2 SDl溝 跡断面 (北から)

3 SDl溝 跡完掘状況 (南から)

図版37 遺構検出状況・遺構調査状況
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キ.

ペl SKl土 坑遺物出土状況 (市 から)幾

SKl土坑断面 (束から)

，‐‐一一！一辞

〓一一一苺一
儡
鑢
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図版38 遺物出土状況・遺構調査状況



Ⅸ 田母神屋敷跡発掘調査報告書

11● 11エ

SK2土坑 (南から)

2 低地形堆積土断面 (西から)

籍
:ず七

3 完掘全景 (北から)

図版39 遺構調査状況・完掘全景
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X 袋前遺跡第 3次発掘調査報告書

1.調査要項

遺  跡  名

調 査 地 点

調 査 期 間

調査対象面積

調 査 面 積

調 査 原 因

調 査 主 体

調 査 担 当

担 当 職 員

X 袋前遺跡第 3次発掘調査報告書

袋前遺跡 (宮城県遺跡番号01439)

仙台市太白区大野田字竹松地内

平成18年 8月 7日 ～ 8日

195�

25■正

鋼管杭打ちを伴う個人住宅建築

仙台市教育委員会

仙台市教育局生涯学習部文化財課調査係

主査 工藤哲司  文化財教諭 今野秀治

ｈ
一轍
柳

公
園
（
藍
設
中

）
ｔ

F・号 遣跡名 種 別 立地 時代と主な避枯

袋
‐
l遣肋i 集落 自然堤防 古娯 :墜大住焙 lll(、 古代 :掘 立柱建物跡・州1跡

2 山口道跡 集落・ 水HI跡
自然堤防・後背

湿地
絆L文 :早則■坑 中別Ⅲl設 上器 弥引i後州水 H跡 、占代 :堅六住居跡、中世 :掘立柱 t・ 物跡 井庁f跡

3 宮沢避跡 集落・水 |IV小 後賛11地 ‖1石 器 :焚 き火跡、縄文 :早畑落 としダく、弥生～近世水田跡、中世 :屋 敷 rV4、 近世 :基跡

ドノ内浦遺跡 集 Fr・ 却1跡 自然堤防 lI I文 :早 期嘩ク(住居跡・落としゲく,後 期配石遺構 (墓跡 )、 弥生 !後州竪六Jr.4■  i坑 墓 壺枯、近世 i掘 立柱建物跡

5 下 ノ広1股 」Vli 集烹 白然堤防 甜と文 :中 期墜ダく住居IV、 弥Ji:後州土坑、古lFt i竪六住居lVl、 古代 :竪ク'(住 居171

6 袋束 jl・ rlt 散布地 自然堤防

7 六反‖選跡 柴 落 lil墓 L4然堤防 絆し文 :中 期・後州堅穴住居跡、占代 !堅ダく住居 ll

8 人Ll日 1古壌 l・T 集落 占壊 賀‖跡 自然堤防 器し文 :後月〕包含層、古墳 :中 ～後州前方後円墳・円墳、古代 :掘 立柱建物跡・墜ゲく住居跡・畑 Jl、 中‖t:ビ ット列

元袋遺跡 柴 lir 自然堤防 水
「

TVl、 古代 :墜ゲ(住居跡 lFI立 柱建物跡、中世 児llヽ

10 大野 追跡 集 落
自然堤防・後背

温地
紺と文 :後刈〕囃状集石 1洋 ・掘 ↓柱建物跡 土坑、古Jt:曜大住居跡、古代 :堅穴住居 ll tt V亦

11 王ノjf造 跡
rl_落 屋敷 道路

自然堤防 後 i告

澁,地
対し文 :後期堅大 J・ 柑 〕世設土器 封i坑  占代 :狙1跡、中‖t i lTtt lllt(掘 立柱建物跡 塚墓 火奔墓・ 土峨墓 井戸f)

12 北屋敷述跡 散布地 自然堤りす

第50図 調査区の位置と周辺の遺跡 (1/5000)
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2.調査に至る経過と調査方法

今回の調査は、平成18年 6月 28日 付けで、高橋恒男氏・高橋英氏より、深さ5.5mの鋼管杭打ちを伴う個人住宅建

築に伴う発掘届が提出されたので、確認調査を実施し、そのうえで必要な場合は本調査を実施する旨を回答 した。

確認調査は、平成18年 8月 7日 に実施した。建築予定地に南北 4m。 東西16mの トレンチを設定して調査を行なっ

たところ、盛土と表土層が合わせて1.lmの 深さがあつたので、実質の調査区は南北 2m・ 東西12.5mの 範囲となっ

た。V層上面で遺構が検出されたため、引き続き本調査を実施した。

3.遺跡の位置と環境

袋前遺跡は、仙台市の南部の 「郡山低地Jと呼ばれる地域にあり、南を名取川・北西から南東を広瀬川・北東か

ら南西を大年寺丘陵に囲まれている。遺跡の近くは名取川の支流の一つである魚川が流れ、この河川が複雑な微地

形を形成している。大野田周辺の自然堤防は古い時代に形成され、縄文時代以来多くの遺跡が密に存在している。

調査区付近の標高は1lm前後である。

縄文時代早期には下ノ内遺跡で堅穴住居跡・落とし穴、中期には六反田遺跡 。下ノ内遺跡で堅穴住居跡、後期に

は六反田遺跡で竪穴住居跡、大野田遺跡で環状配石遺構、下ノ内浦遺跡で配石墓が発見され、この辺 りの自然堤防

上では縄文時代早期以来、活発な人間活動が行われたことが窺われる。弥生時代には自然堤防上の下ノ内遺跡や下

ノ内浦遺跡では後期の竪穴遺構や土墳墓・壺棺が、後背湿地の富沢遺跡では中期から後期の水田跡が重層的に発見

されている。古墳時代は、各遺跡に前期から後期の竪穴住居跡が散在してお り、大野田古墳群では中期末から後期

の前方後円墳や円墳があるほか、石棺墓・木棺墓なども発見されている。奈良・平安時代には、各遺跡で堅穴住居

跡や掘立柱建物跡が検出されている。また、袋前遺跡 。大野田古墳群・六反田遺跡に跨って溝で囲まれた方形区画

の中に大型の柱穴の建物群が存在することが明らかになってきた (平成16年度宮城県遺跡調査成果発表要旨・宮城

県考古学会 )。 中世には王ノ壇遺跡に堀に囲まれた大規模な屋敷が形成され、多数の掘立柱建物跡のほか井戸跡 。

塚墓・火葬墓・土墳墓などがあり、近くには道路遺構も発見されている。

4.基本層序

盛 土 山砂・砕石・残土による盛土層。層厚約110cm。

ia層  10YR 5/2灰 黄褐色のシル ト質粘土層。層厚約15cm。

水田耕作土層。

ib層  10YR 6/2灰黄褐色のシル ト質粘土層。層厚約 10cm。

酸化鉄を粒状に含む。水田耕作土層。

Ic層  10YR 6/4に ぶい黄橙色のシル ト質粘土層。層厚約 10cm。

酸化鉄を縞状に集積。水田耕作土層。 第51図 調査区配置図

‖ 層 10YR 2/3黒褐色のシル ト質粘土層。層厚約 5cm。 周辺調査における中世の遺構面である可能性がある。

III 層 10YR 3/4暗 褐色のシル ト質粘土層。層厚約 5cm。 酸化鉄を粒状に含む。

Ⅳ a層 10YR 3/2黒褐色のシル ト質粘土層。層厚約15cm。 マンガン粒を含む。畑耕作土層。

Ⅳ b層  10YR 3/3暗 褐色のシル ト質粘土層。層厚約10cm。 黄褐色土 (V層起源)のブロックを多量に含む。

V 層 10YR 5/6黄 褐色のシル ト質粘土層。地山。今回の遺構検出面。

5.発見遺構と出土遺物

V層上面で、溝跡 (小溝状遺構)12条 と性格不明遺構 1基・ピット7基が検出された。

道 路



X 袋前遺跡第 3次発掘調査報告書

1)小溝状遠構群

V層上面で検出された小溝状遺構群は、調査区壁面での断面観察から、そのほとんどがⅣ層からの落ち込みであ

ることが確認できた。方向と切 りあいから、南北方向のものを 1群、東西方向のものを 2群 とした。 1群が 2群を

切つている。

</1ヽ 溝‖犬遺横 1君羊 8条 (SDl、 SD2、 SD3、 SD4、 SD5、 SD6、 SD7、 SD8)>

調査区を南北方向に横切る形で、80～ 90cm間 隔で検出された。検出面での幅は20～4Clcmで あり、深さは 5～ 15cm

である。堆積土は 2層に分けられ、基本層のⅣa層 とⅣb層 に対応する。

</1ヽ 清状遺構 2群  4条 (SD9、  SD10、 SDll、 SD12)>

調査区を東西方向に横切る形で、約50cm間 隔で検出された。検出面での幅は約30cmで あり、深さは約 5cmで ある。

堆積土は 1層で、いずれも褐灰色粘土質シル トで酸化鉄を霜降状に含んでいる。 1群に切られている。SD 9と SD10

～12と では方向が多少異なるので、時間差がある可能性も考えられる。

1群および 2群からの出土遺物はない。

0                 2n1               4m

第52図 調査区平面図

SXl 性格不明遺情

盛± 1(砕石)

盛± 2(残土・砂礫混 )

坐 _r_庁 司 _す _十
一 T― 下 ―

「

司 庁 雪

m

基本層序

層位 土 色 土  質 備  考

藤± 1 砕石。

盛± 2 砂礫混 じりの残土。

Ia屑 10YR5泡  灰黄褐色 ンル ト質粘土 水田耕作土。

[b層 10YR6氾  灰黄褐色 ンル ト質粘七 酸化鉄を粒状に含む。水円耕作土。

Ic層 10YR,4 にぶい黄橙色 シルト質粘土 酸化鉄を縞状に集積。水田耕作土。

■層 ЮYR閉  黒褐色 シル ト質粘上

Ⅲ層 10YRИ 暗褐色 シル ト質粘土 酸化鉄を斑状に含む。

Wa層 ЮYR3′ 2 黒褐色 シルト質粘土 マンガシ粒を含む。畑耕作土。

Ⅳb屑 10YR3′ 3 1苦 褐色 シル ト質粘土 黄褐色土(V屑起源)の ブロックを多量に含む。

V層 ЮYR546 黄褐色 シル ト質粘十 遣構検出面。

P3

層位 土  色 土 質 1腐  考

ЮYR34 暗褐色 シ ル

層位 主  色 土  賓 備  考

1 ЮYR3μ  暗褐色 ンル ト質粘土

2 ЮYR柘  褐色 帖土

3 10YR3の  黒褐色 粘土 炭化物 焼土を部分的に含む。

10V滓脇 褐色 ンル ト質粘土

第53図 調査区北壁・遺構断面図
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2)性格不明遺構

SXl遺 構 調査区東部の壁沿いで検出された。V層上面で検出されてお り、調査区北壁の観察では掘 り込み面も

V層上面と考えられる。東壁沿いでの検出のため、正確な規模や平面形などは不明であるが、断面形が扁平な逆台

形を呈する南北方向の溝状遺構である可能性も考えられる。検出部分から東西の幅は約480cm以上の規模である。

深さは30～40cmである。堆積土は 4層 に分けられ、 3層 は部分的に炭化物や焼土片を含み、遺構底面か ら土師器甕

の底部を含む土師器片が数点出土している。

出土した土師器 (第望図)は、器形の特徴から塩釜式の甕と判断されるので、遺構の時期については古墳時代前

期と考えられる。

3)ピット

Pl～ 7ま で検出した。検出面はいずれもV層上面であるが、P7に関しては小溝状遺構の底面で検出した。また

P3に関しては調査区北壁の観察から掘 り込み面がⅣ層上面と考えられる。平面形は円形を基調とし、大きさは直

径15～ 30cmで、検出面からの深さは15～ 20cmである。柱痕跡を検出できたものはない。遺物は出土 していない。

6.ま とめ

① 今回の調査地点では、V層上面で、Ⅳ層の落ち込みからなる小溝状遺構12条 と性格不明遺構1基、ピット7

基が検出された。

② 小溝状遺構については畑の耕作に関わる遺構と考えられていることから、Ⅳ層は耕作土層であると判断され

る。周辺部の調査におけるV層上面検出の小清状遺構群の年代について、当遺跡の南に隣接する大野田古墳群

では古墳時代中期以降、奈良時代以前とされており、当遺跡の北西に隣接する六反田遺跡では奈良時代以降、

平安時代前期以前とされている。

今回の調査ではⅣ層がSX l遺構を覆っていることから、古墳時代前期以降、平安時代前期以前としておきたい。

③ SXl遺構について、詳細な性格など不明であるが、出土遺物から古墳時代前期の遺構と考えられる。

<参考文献>

渡邊誠ほか (2000):『大野田古墳群・王ノ壇遺跡・六反田遺跡』仙台市文化財調査報告書第別 集

佐藤淳 (2005):『大野田古墳群 第 8次発掘調査報告書』仙台市文化財調査報告書第290集

佐藤淳 (2005):『大野田古墳群 第 9次発掘調査報告書』仙台市文化財調査報告書第291集

工藤哲司ほか (2005):「 V 大野田古墳群第10次発掘調査報告書」「Ⅵ 大野田古墳群第11次発掘調査報告書」

「� 袋前遺跡第 2次発掘調査報告書」『前田館跡他』仙台市文化財調査報告書第301集
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X 袋前遺跡第 3次発掘調査報告書

2 遺構検出状況 (西から)

1 完掘全景 (東から)

3 調査区北壁西端部 (SD7・ 8断面)

4 調査区北壁中央部 (SD2・ 3・ 4断面) 5 SXl遺 構完掘全景 (南西から)

図版41 調査区・検出遺構





XI 養種園遺跡第 6次発掘調査報告書

� 養種園遺跡第 6次発掘調査報告書

1.調査要項

遺  跡  名  養種園遺跡 (宮城県遺跡番号01349)

調 査 地 点  仙台市若林区南小泉 1丁 目14-37

調 査 期 間  平成18年 10月 25日

調査対象面積  71,21∬

調 査 面 積  30�

調 査 原 因  個人住宅建築

調 査 主 体  仙台市教育委員会

調 査 担 当  仙台市教育局生涯学習部文化財課調査係

担 当 職 員  主査 工藤哲司  主任 長島榮一  文化財教諭 今野秀治

2.調査に至る経過と調査方法

本調査は、平成18年 9月 6日 付けで松井順也氏より、深さ4mの柱状土壌改良を伴う個人住宅建築に伴う発掘届

けが提出されたので、確認調査を実施しその上で、必要な場合は本調査を実施する旨を回答した。確認調査は平成

18年 10月 25日 に着手し、建物建築予定部分に東西10m× 南北 3mの トレンチを設定して調査を行った。重機により

盛土および I層 を掘 り下げたところ、清跡の堆積土と思われる土層が検出されたため、引き続き本調査を実施 した。

調査区西端部で溝の立ち上が りが検出され、調査区のほぼ全体が南北方向の溝跡の中に位置していることが確認さ

れた。

第55図 遺跡の位置と周辺の遺跡

3.遺跡の位置と環境

養種園遺跡は 」R仙台駅の南東約2.5km付近に所在する。宮城野海岸平野と呼ばれる沖積平野の自然堤防から後

背湿地にかけて立地 してお り、標高12～14mほ どである。東側には縄文時代以降、弥生時代・古墳時代・奈良時

代・平安時代・中世・近世の各時代に遺跡の形成された南小泉遺跡が広がっており、南小泉遺跡のほぼ中央には全

番 号 遺跡名 種  別 立  地 時   代 番 月 遺跡名 種   別 立  地 時   代

溢種園遭跡 集落・屋敷跡 自然堤防 縄文～近世 6 若林城跡 城館・ 古墳・集落 自然堤防 古墳～近世

2 保春院前潰跡 集落・屋敷跡 自然堤防 古代 中世 近世 南小泉遣跡 集落 自然堤防 縄文～江世

3 法領塚古壊 円墳 自然堤防 古墳 (終末期 ) 8 遠見塚古墳 前方後円墳 自然堤防 古 墳 (前則 )

蛇塚 占墳 円墳 ? 自然暉防 古墳 (後期 ?) 仙台東郊条里跡 条里遺構 後背湿地 古 代

5 猫塚古墳 円墳 ? 自然堤防 古増 (後期 ?)



長110mを計る前期の前方後円墳である遠見塚古墳が存在する。北側には終末期の円墳である法領塚古墳が存在 し、

遺跡内には、共に後期の円墳と思われる猫塚古墳、蛇塚古墳が点在 している。また南方500mに は伊達政宗の晩年

の居城である若林城跡があり、当遺跡周辺にも若林城下の町割 りと考えられる区割 りが残存している。

これまでの養種園遺跡の調査では、縄文時代 。弥生時代の遺物が出土し、縄文時代には前期の遺物包含層が確認

されている。古墳時代から奈良・平安時代にかけては集落が発見されてお り、この時代には南小泉遺跡と一連の遺

跡が形成されていたと考えられる。中世の遺構 としては屋敷跡や道路閉・墓跡群などが検出されており、屋敷跡に

関しては庇をもつ大型の建物を中心に数棟の付属建物と区画の堀で構成されるなどしてお り有力者層のものと考え

られる。

その後この地域は、近世になると伊達家二代藩主忠宗により御仮屋 (別荘)が、四代藩主綱村により国分小泉屋

敷と呼ばれる別荘が造営され、明治期になって養種園が開設される。近世以降は、伊達家との深い関わ りが持たれ、

別荘跡と関係する堀跡や池跡などの遺構も発見されている。

第56図 調査地点の位置

4.基本層序

調査区内で確認した基本層は、盛土層下の I層 とⅡ層である。

盛 土 :砂礫。層厚約80cm。

I 層 :10YR 4′ 2灰黄褐色シル ト層。層厚20～ 25cm。 炭片を多 く含む。

‖ 層 :10YR 5/6黄褐色粘土質シル ト層。地山。下部には砂が多く含まれる。

5.発見遺構と出土遺物

調査区全域にわたって南北方向の溝跡 1条が検出された。

溝跡

SDl溝 跡 調査区のほぼ全域がこの遺構に含まれていたものと思われる。正確な規模などは不明であるが、上端
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幅 7甲以上・深さ lm以上の南北方向に延びる溝跡

であると考えられる。なお深さに関しては、一部ボー

リングにより堆積土上面からの深さが 2mを超すこ

とを確認している。調査部分の堆積土は 4層 に分か

れ、 1層は暗褐色の粘土質シル トであり、径 1～ 5

cmの礫をまば らに含んでいる。2層はにぶい黄褐色

の粘土であり、こぶし大の礫を少量含んでいる。調

査区の中央付近ではグライ化している。 3層は暗褐

色の粘土であり、大小の礫を多量に含んでいる。し

まりは無く、人為的に埋め戻された可能性がある。

4層は暗褐色のシル ト質粘土であり、基本層Ⅱ層起

源の黄褐色粘土のブロックをまば らに含んでいる。

出土遺物はない。

規模や方向性などから、都市計画道路 「南小泉～

茂庭線」敷設に伴う養種園遺跡第 1次発掘調査のⅣ

区・V区・Ⅵ区において検出されたSD l溝跡 (近世

第57図 調査区と遺構配置図

の屋敷跡に関わる堀跡 :深さ204～ 3.58m)[註 1]の延長である可能性が考えられる。また本調査区の東に隣接す

る蛇塚古墳と関連する周溝である可能性も考えられるが、過去の調査実例からは仙台平野における古墳の周溝の深

さは 1～ 1.5m程度である状況が確認されているので、古墳の周溝の可能性は低いものと思われる。

6.ま とめ

① 今回の調査によって検出された遺構は、南北方向に伸びる溝跡 1条である。

② この溝跡については出土遺物もなく性格や時期などの詳細は不明であるが、養種園遺隊第 1次調査 (V区・

Ⅵ区)で検出された近世の屋敷跡に伴う堀跡の延長部である可能性と、東に隣接する蛇塚古墳の周溝である可

能性が考えられ、今後の周辺部における調査の際に検討されていく必要がある。

基本層序

層位 土  色 土  質 備  考

盛 土 砂穫

I 10YR4r2 灰黄褐色 シリレト 炭片を多 く含む。

コ 10YRうる 黄褐色 粘土質シル ト 下部には砂が多く含まれる。

SDl
層位 土  色 土  質 備  考

1 10YR3′3 R音 褐色 粘土質シル ト 径 1～ 5cmの礫 をまば らに含む。

2 ЮYR捐  にぶい黄褐色 粘 土
こぶ し大の礫を少星含む。

トレンチ中央付近では25Y41黄 灰色に変化 している。

10YR勧ち H音 褐色 粘 土 大小の礫 を多量に含む。

10YRγ4 Π音ネB伯 昔褐缶粘上のブロックをまば らに含む。

第58図 調査区北壁断面図
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第59図 養種国遺跡の屋敷堀跡推定ライン (1/2000)

[註 1]本 調査区の北側で南方向に折れることが確認されているが、第 5次調査地点にはかかっていないので、

調査区にその延長がかかっている可能性が考えられる。

<参考・引用文献>

佐藤 洋 (1997)「養種園遺跡発掘調査報告書―伊達家別荘跡の調査―」仙台市文化財調査報告書第2望集

豊村幸宏ほか (2003)「養種園遺跡第 3次発掘調査報告書」『国分寺東遺跡他』仙台市文化財調査報告書第266集

豊村幸宏ほか (2004)「養種園遺跡第 4次発掘調査報告書J『保春院前遺跡他』仙台市文化財調査報告書第27集

工藤哲司ほか (2005)「養種園遺跡第 5次発掘調査報告書」『山田本町遺跡他』仙台市文化財調査報告書第287集

仙台市教育委員会 (2001)「若林城跡と養種園遺跡」仙台市文化財パンフレット第4集
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1 調査区全景 (東から)

2 調査区北壁土層断面 (南西から)
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3 SDl西 端部 (南東から)

図版42 調査区全景・ SDl
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� 杉土手第 4次発掘調査報告書

1 調査要項

遺  跡  名  杉土手 (宮城県遺弥番号01382)

調 査 地 点  仙台市太白区鹿野本町109

調 査 期 間  平成18年 12月 4日 ～12月 7日

調査対象面積  150∬

調 査 面 積  48�

調 査 原 因  駐車場造成

調 査 主 体  仙台市教育委員会

調 査 担 当  仙台市教育局生涯学習部文化財課調査係

担 当 職 員  主査 工藤哲司  文化財教諭 早川潤一 藤田雄介

2 調査に至る経過と調査方法

本調査は、平成18年 10月 10日 付けで、栗山 健氏より、杉土手の削平を伴う駐車場造成の埋蔵文化財発掘の届出

が提出された。計画は、土手上に長さ約80mに渡 り、北側に沿う道路の高さに合せて、幅約 6mの駐車場を造成す

るものである。80mの うち東側の約30m範囲が道路面より高く土手が残っていたので、この部分を調査の対象とし

た本調査を実施する必要がある旨を回答した。本調査は、栗山氏と仙台市が平成18年 11月 30日 に契約を締結して実

施した。造成予定地に 3m× 15mの トレンチを設定して表土層を除去したところ、開発予定地の東側から12mの 地

点で、表土の除去面が道路面とほぼ同様の高さとなったので、調査区を縮小した。土手の残存部を検出した後、土

手の構築状況を観察するための、比較的保存状況の良好な調査区東端部に トレンチを設定して土手の基部まで掘 り

下げて形成土層の観察を行った。

3 遺跡の位置と環境

仙台市は、西部は奥羽山系から派生する丘陵と、丘陵を切って東流する北か ら七北田川・広瀬川・名取川・阿武

隈川などが形成 した段丘地形が広が り、東部は河川が形成した 「宮城野海岸平野」と呼ばれる沖積平野が複雑な微

地形を形成 している。奥羽山系から派生する丘陵の末端部は、七北田川の北が富谷丘陵、七北田川と広瀬川の間が

七北田丘陵、広瀬川と名取川の間が青葉山丘陵、名取川と阿武隈川の間が高館丘陵と呼ばれている。各丘陵の裾部

には段丘地形が発達している。

杉土手は、名取川が青棄山丘陵と高館丘陵の間から沖積平野に流出する名取市 「余方」付近の丘陵裾部から青棄

山丘陵の南側の裾を巡って丘陵東端の大年寺山まで断続的に続いている。調査地点は、」R長町駅の西方1.5kmの 青

葉山丘陵の南側斜面の上町段丘にあたり、標高はOm前 後である。沖積面との比高差は25m前後である。

本調査地点の周辺には、古 くから遺跡が形成されている。丘陵の前面の富沢遺跡では、現地表下約 5mか ら旧石

器時代の石器と森林跡が発見され、その上層では縄文時代早期の落とし穴や土器・石器が発見されている。さらに

その上層には弥生時代か ら近世まで続く水田跡が重層して存在する。三神峯遺跡には縄文時代前期に大きな集落が

形成されている。三神峯遺跡の上には古墳時代中期頃の古墳群があり、その南麓には富沢埴輪窯や金山窯跡等の古

墳時代の窯がある。土手内遺跡には弥生時代の竪穴住居跡が存在し、周辺には古代の須恵器窯や横穴墓群もある。

丘陵裾の段丘の端部上には一塚古墳・二塚古墳・砂押古墳 。金洗沢古墳などの古墳が列を成して築かれている。



一―一―一判:

(laが 調査地点 )

第60図 遺跡の位置と周辺の遺跡

4 基本層序

la層  10YR 3/4暗褐色のシル ト層。層厚約20～ 40cm。 現表土。

ib層  7.5YR 3/2黒 褐色のシル ト層。層厚約30cm。 土手の北側斜面の崩落土。抜根による影響も受けている。

Ic層  7.5YR 3/3暗 褐色の粘土質シル ト層。層厚約30cm。 土手の南側斜面の崩落土。

ld層  7.5YR 3/2黒 褐色の粘土質シル ト層と10YR 6/8明 黄褐色の粘土質シル ト層が交互に堆積。土手壁面の崩落

土。

‖a層 7.5YR 2/3極 暗褐色のシル ト質粘土層。層厚15～20cm。 北から南側に傾斜しているが、南側では平坦にな

る。旧表土層。

‖b層 7 5YR 3/3暗 褐色の粘土層。層厚10～ 15cm。 傾斜面に堆積。旧表土層からⅢ層への漸移層。

lll 層 7.5YR 4/4褐 色の粘土層。層厚約50cm。 下部は明褐色粘土に移行する。締まりが強い。地山。

Ⅳ 層 7.5YR 5/8明 褐色の砂礫層。層厚30cm以 上。締まりが非常に強い。地山。

ｈ
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」
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番号 遺跡名 TE  別 立  地 時   代 番号 遺跡名 種   別 立  地 H手  代
杉土手 土 手 FJ陵 斜面 近世 18 二塚古墳 古 lil 丘陵麓 古墳

2 吉山二丁目B遺跡 包含地 丘陵斜面 旧石器・縄文 19 砂押犀敷滅跡 古 代 庄陵麓 古代
3 青山二丁 目遺跡 散布地 丘陵斜面 古代 砂押古墳 古 墳 丘陵麓 古墳

ニツ沢遺跡 散布地 丘陵斜 ul 細 文 21 土手内遺跡 笑 落 丘 陵 縄文・弥生・ 古墳・古代
5 八木山緑町遺跡 散布地 丘 陵 縄文・ 古代 北手内窯跡 窯・横穴菓 F■ 陵斜面 古壇・古代
6 萩ケ丘遺跡 散布地 丘陵 縄文・古代 芦 ノロ遺 F4 集 落 丘陵 縄文 弥Ji 古代
7 萩ケ丘 B遺跡 散布地 FL陵 全面 縄 文 解 三神峯迪跡 集 落 丘陵 縄文・古代
8 茂ヶ崎城跡 城館 丘陵 中 世 金山窯跡 窯 丘陵斜面 占墳
9 大年寺山検穴群 横穴基 丘陵斜面 古 墳 三神峯古墳 古墳 丘陵 古墳

宗禅寺横ク(群 横穴墓 丘陵斜面 古噴 27 富沢埴輪窯跡 占墳 &陵 古娘
11 根岸遺跡 集落跡 段 丘 縄 文 裏町古頃 古噴 丘陵麓 古墳
12 兜琢古頌 古墳 自然堤防 古墳

"
金vJt沢 古墳 古墳 丘陵麓 古 墳

13 小兜塚古墳 古 墳 自然堤防 古墳 金岡八幡 占墳 古墳 自然堤防 古 lrl

ニツ沢被大群 横穴墓 丘1陵 倉1面 古項 31 宮沢遺跡 集落 水fH跡 後背湿ll 十日石器・縄文～近 lJ
15 茂 ヶ崎横穴群 君寮ク(E轟 丘陵斜面 古墳 長町駅東避跡 官街・集落 自然堤防 弥 生 古代
16 鹿野屋敷道跡 散布地 丘陵斜斎 古墳・古代 西台畑遣跡 集 落 自然堤膀 弥生・ 古代
17 一塚古墳 古 墳 丘陵麓 古増 郡山遺跡 自然堤防
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第61図 現存杉土手とその想定線

5 発見遺構と出土遺物

1)平面調査の検出状況

当該地区の杉土手は、調査対象地区の東狽」では道路面か ら約 lmの高さで残るが、西に移行するにしたがって公々

に低 くな り、土手残存部の東端から約30mの 地点で路面との比高差がなくなる。また、道路面から盛 り上がった土

手の南側は、25m前後の落差の比較的急な傾斜面にな り、土手の痕跡を残 している。その南側は土手基部付近か ら

は比較的緩い丘陵斜面となっている。

調査対象区の表土及び抜根による影響を受けた土砂を、工事の掘削計画面である現道路面の高さまで除去 した状

況が第65図である。土手残存部の東端か ら約14mの地点で、表土の方が路面レベルより低 くなった。現道路面以下

の表土層の除去は行わなかった。その結果、道路面と同一レベルで検出された土手の規模は、東部で幅230cm前後・

高さ20～ 50cm、 西部で幅150cm・ 高さ15～20cm程度である。検出された土手の積み土は、東部南辺の低い部分は後

述する 1期段階の土層で、それ以外の大部分は 2期段階のものである。

杉土手については、仙台市太白区秋保湯元佐勘温泉に伝わる「御山守・湯守佐藤勘二郎家文書」に、御山守をし

ていた同家に対 して、明暦二年に「ほけJと呼ばれる長さ五尺の棒を、鹿除土手の忍び返しの構築のために50荷提

出せよという指示文書があるので、検出された土手の上面を精査したが、掘 り方や杭の痕跡は確認できなかった。



2)断面調査の状況

平面調査後、調査区の東端に土手を横断するように

深掘 りの トレンチを設定 し、土手を基盤層まで掘下げ、

積土の観察を行なった。土層観察の結果、土手の積土

は大きく 3時期に分けられることが明らかになった。

古期か ら 1期・ 2期・ 3期 とした。 2期は 1期の、 3

期は 2期の北側に寄せて盛 り上げ られている。

第62図 調査地点の位置 (1/2500)

<1 期>

南側の基底部は調査区の外にのびているが、調査範囲で_965cmで ある。高さはⅡa層の山側上面からで約80cm、

谷側の上面からで約160cmで ある。積土は 3層 に大別されるが、いずれも明褐色土ないし褐色土を基調とし、2期・

3期 の積土と比較すると明るい色調を呈する。各層は、細かく見るとさらに狭い間隔で積まれている。下部は傾斜

面に沿って積まれているが、上層に移行するにしたがって水平になっている。積土はブロック状の土壌で、締まり

は強くない。

土手の北側は、旧表土と観察されるⅡ層及び地山のⅢ層・Ⅳ層が土手の傾斜に合せて削られている。これについ

ては、山側の旧表土及び地山を削って土手の積土にするとともに、相対的に土手の高さを上げるための作業の結果

であると考えられる。このような山側の基底面の掘削については、杉土手第 3次調査 (太 白区山田北前町)地点で
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第64図  調査区杉土手断面図
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第65図 遺構検出状況

も、旧表土上面からの深さ約70cm。 幅約90cmの 溝状の落込みとして検出されている。堆積土のイ 。口は土手の積土

崩落土及び山側からの流入土と考えられる。

<2 期>

1期 の北側に、100～ 120cmの 幅で寄せるように積まれている。積土は 7層 に分けられ、各堆積土は北側に下がっ

ている。暗褐色基調とする積土で、 1期の積土とは明確に区別できる。現状では 1期の上に積上げられたかどうか

は不明である。なお、2-7層 については、ブロック状の上壌であるが、 1期 の崩落上の可能性もある。

規模は、基底幅が4m以上、高さが 3-3層底面からで150cmで ある。

<3 期>
2期 の北側に、調査区内で最大120cmの 幅で寄せるように積まれている。積土は 3層 に分けられるが、いずれも

暗褐色・黒褐色を基調とする土壌である。各堆積土は水平になっている。 1期 。2期の上に積上げられたかどうか

は不明である。この段階での規模は、基底幅力沌.5m以上となる。高さは不明である。

平面調査及び断面観察の調査でも出土遺物はなかった。

6 まとめ

① 当該地区の上手は、土手の北側でも現道路面から約1.8mの深さまで遺構が存在することが明らかになった。

② 杉土手は何地点かに分かれて残存しており、本地点の調査は今回が初めてであったが、本地点でも調査が進

んでいる太白区山田北前町地区と同様に 3時期の積土があることが明らかになった。

③  3時期の各時期の年代については、今回の調査でも明らかにできなかった。今後の課題である。
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④ 文献から、土手の上に柵が設置されたと推定されるが、今回の調査地点でも関係する遺構を検出できなかっ

た。

<参考文献>

仙台市教育委員会 (1992):『杉土手・北前遺跡発掘調査報告書』仙台市文化財調査報告書第157集

仙台市教育委員会 (1997):「 Ⅳ 杉土手 (3次 )。 北前遺跡 (5次)調査報告書」『高屋敷遺跡ほか発掘調査報告書』

仙台市文化財調査報告書第223集

0                           2m

第66図 調査区東壁断面図

層No 土  色 土  質 備  考

I 10YR314 暗褐色 ンル ト
部分的 に褐色上のブロックを含む。 (表

土層 )

A 7 5YR3混 黒褐色 シリレト 褐色土のブロックを多量に含む。(撹乱坑 )

Ib 7 5YR∽  黒褐色 ンフレト
掲色のブ ロック及び褐色土粒 を多量に

含む。

Ic 75YR% 暗褐色 粘土質シル ト
掲色土及び黒褐色土のブロックをまば

らに含む。

Id
7 5YR312 黒褐色

ЮYR6r8 明黄褐色

粘土質シル ト

粘土質 シル ト
両層が交互に楔状に堆積。(土手崩落土 )

[― ] 7うYR5/8 明褐色 ンルト質粘土
黒褐色上のブロック及び粒 を10～ 20

間隔で縞状に含む。

1-2 75YR4 6 褐色 ンル ト質粘土
黒褐色土 をプ ロック及び粒状 にまば ら

に含む。

[-3 75Y鷲脚 褐色 粘土 黒褐色土を縞状ないし網 目状に含む。

2-1 7 5YR414 褐色 シルト質粘土 暗褐色土を縞状に含む。風化撰を多く含む。

2-2 10YR313 暗褐色 粘上質シル ト 北部に黒色土及び明褐色土を縞状に含む。

2-3 7 5YRA/4 暗褐色 ンル ト質粘土 明褐色上のプロック及び粒を多量に含む。

層No 土  色 土  質 備  考

2-4 7 5YR313 暗褐角 帖土質シル ト

2-5 ЮYR314 暗褐色 ンル ト質粘土
明褐色上をブロック及び縞状に含む。黒

褐色土を縞状に含む。

2-6 7 5YR格  褐色 シル ト質粘土 明褐土粒を多 く含む。

2-7 7 5YR3B 暗褐色 粘土
黒褐色上のブロック及び明褐色上の大

型のプロックをまばらに含む。

3-1 7 5YRar4 暗褐色 ンル ト質粘土 褐色上及び同色の風化礫 を多量に含む。

3-2 7 5YR夕8 暗褐色 シル ト質地十 褐色上のブロックをまば らに含む。

3-3 7 5YR3/2 黒褐色 ンル ト質粘土
掲色上のブロック及び褐色土粒をまば

らに含む。

イ 7 5YR夕4 暗褐色 粘土 灰褐色上を斑状に含む。

7 5YR4/3 褐色 粘 土 風化礫及び砂を多量に含む。

Ⅱ a 7 5YR2 3 極暗褐色 ンル ト質粘土 (旧 表土 ?)

7 5YRダ3 暗褐色 粘 土 Ⅱ a層か らⅢ層への漸移層。

7うY鷺脇 褐色 粘 土
シマ リ強い。下部は明褐色粘土に移行。

(地 山 )

Ⅳ 7うYR5お 明褐色 砂 礫 シマ リ非常に強い。河床礫層 ?(地山)
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1 調査前の全景 (北東から)

2 表土排除後の残存状況 (北東から)

図版43 調査前と調査状況 1

3 表土排除後の状況 (西から)



１
隠

残存部積上の平面的検出状況 (東から)

2 調査完了状況 :奥が土層観察 トレンチ (西から)
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図版44 調査状況 2
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3 土手上層断面 (北西から)

1期 の積み土断面 :下部は旧表土と基盤層 (南西から)

図版45 土層断面 1



1 2期 ,3期の積み土断面 :1期は旧表土と基盤層を掘削して構築 (北西から)

2 2期・ 3期の積み下部と 1期 の基部の堆積層
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図版46 土層断面 2
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所 収 遺 跡 名 種  別 主な時代 主な遺構 主な遺物 特記事項

松 森 城 跡

第 1次
城館跡 中世

掘立柱建物跡

溝跡・土坑・ピット
土師器 。磁器

松 森 城 跡

第 2次
城館跡 中世

溝跡・井戸跡

土坑・ピット

土師器・陶器

茶臼・古銭

南 小 泉 遺 跡

第盗次
集落跡・屋敷跡 弥生～中・近世 溝跡 。土坑・ピット 土師器

南 小 泉 遺 跡

第0次
集落跡・屋敷跡 弥生～中 。近世 溝跡・土坑 土師器

南 小 泉 遺 跡

第50次
集落跡・屋敷跡 弥生～中・近世 溝跡 土師器

南 小 泉 遺 跡

第51次
集落跡・屋敷跡 弥生～中・近世

柱列・小溝状遺構

土坑・ピット
土師器

富 沢 遺 跡

第137次
水田跡・包含地

後期旧石器

～中・近世
水田跡・畦畔 磁器

富 沢 遺 跡

第139次
水田跡・包含地

後期旧石器

～中・近世
水田跡・畦畔・溝跡 磁器 。土師質土器

田 母 神 屋 敷 跡 屋敷跡 近世 溝跡 。土坑
磁器・陶器・漆器

木製品

袋 前 遺 跡

第 3次
集落跡 縄文・古代

小溝状遺構・ピット

性格不明遺構

土師器

養 種 園 遺 跡

第 6次
集落跡・屋敷跡 古墳～中・近世 溝跡

杉   土

第 4次

手
土 手 近世 土 手
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